
 

 

目 次 

第Ⅶ編 地質調査業務 

 

第Ⅶ編―1 建築 

1. 調査概要 .............................................................. 1 

2. 調査方法 .............................................................. 3 

2.1 機械ボーリング .................................................... 3 

2.2 標準貫入試験 ...................................................... 5 

2.3 室内土質試験 ...................................................... 7 

3. 地形地質概要 .......................................................... 8 

3.1 地形概要 .......................................................... 8 

3.2 地質概要 ......................................................... 10 

4. 調査結果 ............................................................. 12 

4.1 地層構成 ......................................................... 12 

4.2 各地層の N 値 ..................................................... 19 

4.3 地下水位 ......................................................... 20 

4.4 室内土質試験 ..................................................... 21 

5. 考察 ................................................................. 27 

5.1 支持層の判定 ..................................................... 27 

5.2 土質定数の推定 ................................................... 28 

5.3 液状化の検討 ..................................................... 37 

 

＜ 巻 末 資 料 ＞  

・ ボーリング柱状図及びコア写真 

・ 室内土質試験結果 

・ 液状化検討結果 

・ 調査現場写真 

・ 室内土質試験状況写真 

＜ 別 途 提 出 ＞ 

・ コア箱 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

                                        

当初 予定 変更 当初 予定 変更 当初 予定 変更 当初 予定 変更 当初 予定 変更 当初 予定 変更 当初 予定 予定

砂・砂質土
φ66mm　オールコア

m 2.0 2.0 0.0 2.0 2.0 0.0 2.0 2.0 2.5 2.0 0.0 2.0 2.0 0.0 4.5 2.0 0.0 3.4 12.0 12.0 12.4

礫混じり土砂
φ66mm　オールコア

m 4.0 4.0 3.4 4.0 4.0 3.9 4.0 4.0 0.0 4.0 0.0 0.0 4.0 0.0 2.8 4.0 0.0 2.5 24.0 24.0 12.6

玉石混じり土砂
φ66mm　オールコア

m 2.5 2.5 0.0 2.5 2.5 0.0 2.5 2.5 0.9 2.5 0.0 1.0 2.5 0.0 0.0 2.5 0.0 0.0 15.0 15.0 1.9

岩盤ボーリング　軟岩
φ66mm

m 0.0 0.0 1.6 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.7 0.0 0.0 1.1 0.0 0.0 6.1

岩盤ボーリング　中硬岩
φ66mm

m 1.5 1.5 4.0 1.5 1.5 4.0 1.5 1.5 5.0 1.5 0.0 4.0 1.5 0.0 5.0 1.5 0.0 4.0 9.0 9.0 26.0

合計 m 10.0 10.0 9.0 10.0 10.0 9.0 10.0 10.0 9.0 10.0 0.0 8.0 10.0 0.0 13.0 10.0 0.0 11.0 60.0 60.0 59.0

砂・砂質土 回 2 2 0 2 2 0 2 2 2 2 0 1 2 0 4 2 0 3 12 12 10

礫混じり土砂 回 4 4 3 4 4 3 4 4 0 4 0 0 4 0 3 4 0 2 24 24 11

玉石混じり土砂 回 3 3 0 3 3 0 3 3 1 3 0 1 3 0 0 3 0 0 18 18 2

軟岩 回 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 3

合計 回 10 10 4 10 10 3 10 10 3 10 0 3 10 0 7 10 0 6 60 60 26

環境保全 箇所 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 6 6 6

調査孔閉塞 箇所 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 6 6 6

給水費（ポンプ運転） 箇所 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 6 6 6

仮設費
平坦足場 板材足場（0.3m以
下）

箇所 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 6 6 6

土粒子の密度試験 試料 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 2 1 0 2 6 6 8

土の含水比試験 試料 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 2 1 0 2 6 6 8

土の粒度試験　ふるい分析 試料 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 0 2 1 0 2 6 6 8

直接調査費

費目 工種 細別 単位

機械ボーリング

標準貫入試験

準備費

室内土質試験

設計数量

合計No.10 No.11 No.12 No.13 No.14 No.15

１．調査概要 
 
(1）調  査  名：塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 

 

(2）調 査 場 所     ：香川県高松市塩江町安原東上地内 

 

(3) 調 査 目 的 ：本調査は、施設建築物の設計に必要な地盤情報を得るために地質調査を実施

した。 

  

(4）調 査 期 間     ：令和 3年 9月 28 日～令和 3年 10月 19 日 

 

(5）調 査 内 容     ：機械ボーリング        6 箇所、59.0m 

標準貫入試験         26 回 

室内土質試験         一式 

※詳細は表-1.1に示す。 

 

(6）発 注 者：高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 

 

(7) 受 注 者：オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント・タカネ設計     

設計共同企業体 

 

(8) 位  置   図：図-1.1に調査位置図を示す。 

 

表-1.1 調査数量 
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図-1.1 調査位置図



 

 

                                        

２．調査方法 
 

2.1 機械ボーリング 

（１）目的 

ボーリング機械は油圧式ロータリー型試錐機を使用した。掘削孔径はφ66mmとした。掘削はオ

ールコアボーリングとした。掘削に際して、スライムの除去、漏水防止、孔壁の保護のために送

水し掘進した。また、表層の崩壊し易い土層においてはケーシングパイプを打設した。 

ボーリングの掘進状況は随時監督職員に連絡し、調査目的を達した時は協議の上検尺を行った。 

ボーリング終了後は、掘削孔をセメントミルクで埋め戻しするとともに、地表面付近は原形の

復旧に努めた。 

 

（２）仮設・運搬 

作業に際しては、足場パイプ、足場板等により十分堅固な足場を仮設して、その上にボーリン

グ機械をセットした。図-2.1.1に設置例として平坦地に設置した場合の仮設足場の概略図を示す。 

ボーリング地点が車両走行困難な不整地、傾斜地に位置する場合、ボーリング資機材の運搬は、

車両走行可能な場所まではユニック付 4t トラックにて運搬し、ボーリング地点までは特装車運搬

で行った。特装車運搬の例を図-2.1.2に示す。 

 

4.5m

1.5m 4.0m

4.0m

試錐機試錐機

鋼製ﾊﾟｲﾌﾟ

ｹｰｼﾝｸﾞﾊﾟｲﾌ゚

クランプ

φ50m/m

 
 

図-2.1.1 平坦地足場の概略図 
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図-2.1.2 特装運搬の例 
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7.5cm 56.0cm 17.5cm

81.0cm

シュー

角ネジ
5.1cm

3.5cm コネクターヘッド

ロッドカップリング

ロッド

φ=19.47'

スプリットバーレル

2.2 標準貫入試験 

 標準貫入試験は、調査位置における土の硬軟、締まり具合を知る指標となる N 値を求めるため

に JIS A 1219 にもとづき実施した。本試験は、図-2.2.1で示す標準貫入試験装置を用いて行っ

た。試験手順は以下のとおりである。 

① 図-2.2.1で示した標準貫入試験装置のように、ロッドの先端に図-2.2.2に示す標準貫入試

験用サンプラーを付け、ボーリング孔の孔底まで静かに降ろした。 

② 15cm の予備打ちの後、標準ハンマー（自重 63.5±0.5kg のハンマー）を 76±1cm の高さか

ら自由落下させ、サンプラーが 30cm 貫入するのに要した打撃回数を N 値として測定した。

なお、打撃回数は 10cm 毎に記録した。ただし、硬質または締まった地盤においての貫入試

験の打撃回数は、60 回を限度として打ち切り、60回における貫入量を測定した。試験開始

深度は GL-1m からとし、その後、1m 間隔を原則として実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.2.1 標準貫入試験概略図   半自動落下装置 
（「地盤調査の方法と解説」地盤工学会より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.2.2 SPT サンプラー 

（「地盤調査の方法と解説」地盤工学会より） 
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標準貫入試験から N値及び土質試料を採取して、相対密度・相対調度を区分した。 

 

・相対密度------砂質土、礫質土 

・相対稠度------粘性土 

 

「地質・土質調査成果電子納品要領(案)」より引用した相対密度・相対調度の一覧表を表-2.2.1

に示す。 

 

表-2.2.1 相対密度・相対稠度の表現方法 
 

出典:ボーリング柱状図作成及びボーリングコア取扱い・保管要領（案）・同解説 

（平成 27年 6月）（社）全国地質調査業協会連合会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相対密度 

（砂質土） 
N値 

相対稠度 

（粘性土） 
N値 

非常に緩い(rd1) 

緩 い(rd2) 

中 ぐ ら い(rd3) 

密 な(rd4) 

非常に密な(rd5) 

0～4 

4～10 

10～30 

30～50 

50以上 

非常に軟らかい(rc1) 

軟らかい(rc2) 

中位の(rc3) 

硬い(rc4) 

非常に硬い(rc5)  

0～2 

2～4 

4～8 

8～15 

15～30 
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2.3 室内土質試験 

 室内土質試験は、表-2.3.1に示される規格（JIS：日本工業規格）に準拠して実施した。 

室内土質試験は、標準貫入試験によって採取された試料を用いて実施した。 

 

表-2.3.1 室内土質試験項目 

試 験 項 目 規 格 

土粒子の密度試験 JIS A 1202 

土の含水比試験 JIS A 1203 

土の粒度試験 JIS A 1204 

注）JIS: 日本工業規格     
 

 

-7-



 

 

                                        

３．地形地質概要 
 

3.1 地形概要 

調査地は、高松市南部の「高松空港」から南東へ約 8km、「道の駅しおのえ」のすぐ南側に位置

する（図-3.1.1）。調査地一帯は、讃岐山脈の北側に位置し標高約 600m 未満の前山丘陵地帯が広

がっている。丘陵とその北側に平野との境界には、活断層である長尾断層が通っている。 

 調査地すぐ東側に北流する香東川が流れており、蛇行しながら流下しており谷地形が形成され、

礫を主体とした礫質土が基盤岩である花崗閃緑岩を覆っている。香東川の河床部においては、硬

質な花崗閃緑岩が露出している。次頁に図-3.1.2調査地周辺の地形分類図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.1.1 高松市の地形と地質 
「高松市公式ホームページ 平成 20 年度版高松市環境白書 第Ⅱ部各論第２章自然環境」より引用 

 

調査地 
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図-3.1.2 調査地地形周辺分類図 「国土調査（土地分類調査・水調査 20 万分の 1土地分類基本調査」より引用

調査地 
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3.2 地質概要 

調査地の地質は、図 3.2.1に示すとおり領家花崗岩類からなり、現在から約 8000～9000 万年前

の中生代白亜紀に形成された深成岩で、黒雲母花崗岩及び花崗閃緑岩などから構成される。花崗

岩は、風化しにくい岩石として墓石に使われている。しかし、香川県内に見られる花崗岩は長期

の風化作用を受けていることから、地表面ではマサと呼ばれる強風化岩となっている。マサ土は、

礫質～砂質状からなり雨水による浸食に弱く、また豪雨時には表層破壊を引き起こす可能性もあ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3.2.1 香川県の地質図 「香川大学工学部 長谷川 監修」より引用 
 
花崗岩は風化すると、柱状節理と呼ばれる亀裂が発達する。花崗岩の風化形態として節理に沿

って風化が進み、未風化部と風化部が混在する形態となる。この未風化部をコアストーン（岩芯）

と呼び比較的新鮮で硬質なものが多く、大きさは様々で 2m を超えるものまであり、たびたび土木

工事や土砂災害時に問題となった事例がある（図-3.2.2）。次頁に図-3.2.3調査地周辺の地質分

類図を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3.2.2 花崗岩の風化形態 「日本応用地質学会 中四国支部」より引用 

調査地 
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図-3.2.3 調査地表層地質図 「国土調査（土地分類調査・水調査 20 万分の 1土地分類基本調査」より引用

調査地 
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地層名
区分
記号

特徴

盛土層(砂質土) Bs
盛土。
粗～細砂を主体とする。花崗岩の風化した小礫が混入している。
相対密度は、非常に緩い～密なを示し不均質である。

盛土層(礫質土) Bg
盛土。
径3cm以下の亜角～亜円礫（花崗岩）が主体。粗～細砂を主体とする。相
対密度は、緩い～非常に密なを示し不均質である。

更
新
世

礫質土 Dg

径3cm以下の硬質な亜角～亜円礫(砂岩、泥岩)が主体。粗砂を主体とす
る。
径10cm以上の玉石(砂岩)が点在する。
相対密度は、中ぐらい～非常に密なを示し不均質である。

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級)
強風化した花崗閃緑岩でDH級となる。岩片状コアとなり、ハンマーで砕
くと砂礫～礫状となる。
相対密度は、非常に密なを示す。

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級)
風化した花崗閃緑岩でCL級岩盤となる。短柱状～岩片状コアとなり、ハ
ンマーで砕くと砂礫～礫状となる。
相対密度は、非常に密なを示す。

花崗閃緑岩 Gr(CM級)
新鮮で硬質な花崗閃緑岩でCM級岩盤となる。短柱状～柱状コアとなりハ
ンマーで叩くと軽音を発する。
相対密度は、非常に密なを示す。

新
生
代

中
生
代

地層時代

第
四
紀

白
亜
紀

現
世

４．調査結果 
 

ボーリング調査を調査位置平面図に示す 6ヶ所で実施した。 

 ボーリング調査各地点で標準貫入試験を行った。 

以下、調査結果について述べる。 

 

4.1 地層構成 

調査地の地質構成を表-4.1.1に、推定地質断面図を図-4.1.1～図-4.1.4に示す。各地点のボー

リング調査結果の詳細は、巻末のボーリング柱状図に示す。 

本調査で確認された土層は上位より、盛土層（Bs,Bg）、礫質土層（Dg）、基盤岩（Gr）である。 

 
表-4.1.1 地質層序表 
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基盤岩である花崗閃緑岩の岩級区分に関しては、表-4.1.2に示す橋梁基礎の岩級区分か

ら判断した。 

 
表-4.1.2 橋梁基礎の岩級区分  

「地質・土質調査成果電子納品要領(案)」より引用 
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試験・検層位置(N値)

柱状図記号

ボーリング名

孔口標高

掘進長

地質断面図の凡例

地下水位
縮尺　1/500
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図-4.1.1 推定地質断面図
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図-4.1.2 推定地質断面図
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図-4.1.3 推定地質断面図
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図-4.1.4 推定地質断面図



 

 

                                        

以下に、本調査地に、認められる土層の概略について述べる。 

 

1） 河床堆積物（Rd） 

河川に堆積した土砂部。玉石混り砂礫からなり、計 10cm 以上の硬質な玉石（砂岩）が点在する。 

 

2）盛土層（砂質土）（Bs） 

 調査地の表層部に分布する盛土層。層厚は 2.5m～4.5m 程度分布している。 

 

3）盛土層（礫質土）（Bg） 

 調査地の表層部に分布する盛土層。層厚は 2.0m～3.6m 程度分布している。 

 

4）礫質土（Dg） 

調査地の東側 BV-No.11、BV-No.12、BV-No.13、BV-No.14 付近に分布する礫質土層。玉石混り砂

礫～砂礫からなり、径 3cm 以下の硬質な亜角～亜円礫（砂岩、泥岩）を主体とする。径 10cm 以上

の硬質な玉石（砂岩）が点在する。 

 

5）強風化花崗閃緑岩（Gr：DH 級） 

 調査地の西側 BV-No.10、BV-No.12、BV-No.13 付近に分布する基盤岩。強風化した花崗閃緑岩か

らなり、層厚は 0.6m～1.6m 程度である。岩片状コアとなりハンマーで叩くと砂礫～礫混じり砂状

となる。DH 級に相当する。 

 

6）風化花崗閃緑岩（Gr：CL 級） 

 調査地の概ね東側 BV-No.11、BV-No.13、BV-No.14、BV-No.15 付近に分布する基盤岩。風化した

花崗閃緑岩からなり、層厚は 0.6m～1.1m 程度である。短柱状～岩片状コアとなりハンマーで叩く

と礫～砂礫状となる。CL 級岩盤に相当する。 

 

7）花崗閃緑岩（Gr：CM 級） 

 調査地全域に分布する基盤岩。新鮮で硬質な花崗閃緑岩からなる。短柱状～柱状コアとなりハ

ンマーで叩くと軽音を発する。CM級に相当する。 
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GL-（m) 標高（m）

BV-No.10 盛土層(礫質土) 1.78 204.44

BV-No.11 -

BV-No.12 -

BV-No.13 -

BV-No.14 盛土層(砂質土) 1.90 209.33

BV-No.15 礫質土 3.90 203.86

認められなかった

認められなかった

調査地点 土質
地下水位

認められなかった

4.3 地下水位 

調査ボーリングにおいて孔内水位の測定を行った。表-4.3.1に孔内水位測定結果を示す。 

 地下水位は、無水掘削により確認された水位であり、また試料の含水状態等からも自然水位ま

たは宙水と想定される。 

 

表-4.3.1 孔内水位測定結果 
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4.4 室内土質試験 

室内土質試験は、地盤の物理特性を把握することを目的として、物理試験を実施した。 

 

＜物理試験＞ 

土粒子の密度試験 

土の含水比試験 

土の粒度試験（ふるい） 

室内土質試験結果一覧表を、次ページに示す。以下、試験項目ごとの調査結果について述べる。 
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Bs Bg Dg

土粒子密度 ρ s (g/cm3)
2.688

（2.658～2.721）
2.636

（2.669～2.694）
2.682

（2.663～2.701）

地　層　記　号

(１) 土粒子の密度 ρs（g/cm3） 

土粒子の密度は、土中に含まれる重鉱物、有機物等の有無、含有率を想定するための基本的物

性値である。 

軟弱地盤に多く堆積している土粒子の密度は、一般的な沖積層、洪積層では表-4.4.2のような

値を示す。表-4.4.3に各層の土粒子の密度の平均値と範囲を示す。 

 

表-4.4.2 土粒子の密度の一般値 

（土質試験の方法と解説/p101/（社）地盤工学会/2013） 

 

土質名 密度ρs（g/cm
3
）

豊浦砂 2.64

沖積砂質土 2.6～2.8

沖積粘性土 2.50～2.75
洪積砂質土 2.6～2.8

洪積粘性土 2.50～2.75

泥炭（ピート） 1.4～2.3
関東ローム 2.7～3.0

まさ土 2.6～2.8
しらす 1.8～2.4
黒ボク 2.3～2.6  

 

表-4.4.3 各層の土粒子の密度 

 

 

 

表より本調査地の各層 2.6 g/cm3程度であり、概ね一般的な値を示す。 
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Bs Bg Dg

自然含水比 W n (%)
14.9

（9.3～18.7）
14.5

（14.3～15.6）
13.6

（7.7～19.6）

地　層　記　号

(２) 含水比 Ｗn（％） 

表-4.4.5に各層の含水比の平均値と範囲を示す。表-4.4.4には土の物理的性質の一般値を示す。 

 

表-4.4.4 各層の含水比 

 

 

 

 

表-4.4.5 土の物理的性質の一般値 

(地盤材料試験の方法と解説/p181/（社）地盤工学会/2013) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Bs 層、Bg 層は、概ね沖積層砂質土に相当する一般値の範囲内にある。 

Dg 層は洪積層であり、一般値に記載がないので沖積層砂質土と比較した。概ね一般値の範囲

内にあり、Bs 層、Bg 層より比較的小さい値を示す。 
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(３) 粒度組成 

土を構成している種々の土粒子の粒径別含有割合で、土粒子の大きさから土を粘土～礫質土に

分類する。この結果より、土層区分および土の透水性等の工学的性質をある程度知ることができ、

また、砂質土の場合は地震時の液状化判定に役立つ。図-4.4.1～4.4.3に各層の粒径加積曲線を

示す。 

①  Bs 層 

Bs 層は、0.075mm 以上の砂分を 40.9～41.4％、0.075mm 未満の細粒分を 22.0～28.1％、2.0mm

以上の礫分を 30.7～37.9％含んでおり、地盤材料の工学的分類は、「細粒分質礫質砂（SFG）」に

分類される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.4.1 Bs 層の粒径加積曲線 
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②  Bg 層 

Bg 層は、2mm 以上の礫を 39.5～66.6％、0.075mm 以上の砂分を 24.0～34.6％、0.075mm 以下の

細粒分を 9.4～25.9％含んでおり、地盤材料の工学的分類は、「細粒分混じり砂質礫（GS-F）～細

粒分質砂質礫（GFS）」に分類される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.4.2 Bg 層の粒径加積曲線 

③  Dg 層 

Dg 層は、2mm 以上の礫分を 51.2～70.2％、0.075mm 以上の砂分を 20～37.4％、0.075mm 未満の

細粒分を 9.7～11.4％含んでおり、地盤材料の工学的分類は、「細粒分混じり砂質礫（GS-F）」に

分類される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.4.3 Dg 層の粒径加積曲線 
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５．考 察 
 

5.1 支持層の判定 
 

構造物の良質な支持層を以下の基準に従って判断した、 

 

「建築基礎設計のための地盤調査計画指針」日本建築学会 P25 に示される支持層の目安を 5m 程

度確認して掘り止めとすることを基本とする。 

 

 

 

 

 

 

支持層が岩盤と想定される場合は、岩盤を 5m 程度確認した時点で掘り止めとする。 

 

 

支持層が岩盤と想定される場合は、岩盤を 5m 程度確認した時点で掘り止めとする。 

 

 本調査地では、上位から盛土層（Bs、Bg）、礫質土層（Dg）、基盤岩（Gr）が分布しており、良

質な支持層は基盤岩（Gr）からなる。下記に想定地層断面図を図-5.1.1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.1.1 想定地層断面図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂層・砂礫層：N値 50程度以上 

粘性土層：N値 20～30 程度以上 

  直接基礎の想定：建物重量による載荷の影響がほとんど及ばない深さまで 

          地盤改良工法の採用も考慮したうえで決定 

  くい基礎の想定：支持層に相当する地層の厚さを 5～10ｍ程度以上確認 

想定支持層線 
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単位堆積重量 変形係数

γ E

地層名 記号 (kN/ ) (kN/㎡)

盛土層（砂質土） Bs 11 16 7700

盛土層（礫質土） Bg 8 18 5600

礫質土 Dg 30 20 18200

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 203 20 103946

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) 257 21 122318

試験値 試験低減値 試験値 試験低減値

15250 3040 44 29

41

41

25 450000

粘着力

ｃ

(kN/㎡) (°)

φ

せん断抵抗角

0

0

0

86

93

36

36

39

地層

設計
N値

花崗閃緑岩 Gr(CM級) -

5.2 土質定数の推定 

（１）設計土質定数のまとめ 

各地層の土質定数を表-5.2.1に示す。 

 

表-5.2.1 土質定数一覧表 
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ゆるい
（やわらかい）

密な
（かたい）

ゆるい
（やわらかい）

密な
（かたい）

ゆるい
（やわらかい）

密な
（かたい）

礫 18 20 19 21 9 11

砂 16 18 17 19 7 9

シルト 14 16 15 17 5 7

粘土 13 15 14 16 4 6

関東ローム 12 14 13 15 3 5

高有機質土 9 12 10 13 0 3

湿潤単位堆積重量
（地下水位以浅）

飽和単位堆積重量
（地下水位以深）

水中単位堆積重量
（地下水位以深）

土質

地層名 記号 N値推定式 一般値 試験値 採用値

盛土層（砂質土） Bs 11 - 16 - 16
表-5.2.4から湿潤単位堆積重量の土質名「砂
（ゆるい）」の一般値を採用

盛土層（礫質土） Bg 8 - 18 - 18
表-5.2.4から湿潤単位堆積重量の土質名「礫
（ゆるい）」の一般値を採用

礫質土 Dg 30 - 20 - 20
表-5.2.4から湿潤単位堆積重量の土質名「礫
（密な）」の一般値を採用

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 203 20.6 - - 20 図-5.2.1のN値推定式から求めた値を採用

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) 257 21.0 - - 21 図-5.2.1のN値推定式から求めた値を採用

花崗閃緑岩 Gr(CM級) - - - 25.6 25
橋梁部で実施した岩石の密度試験結果から、
試験値を採用

地層

設計
N値

単位堆積重量γ（kN/ ）

備考

（３）単位堆積重量（γ） 

土の単位体積重量の設定は、試験を実施している場合には原則として試験値を採用した。試験 

値がない場合には「建築基礎構造設計指針」に記載のある表-5.2.4の一般値を参考にして設定し、

表-5.2.3に示した。 

DH級、CL級岩盤の単位体積重量は「杭基礎設計便覧」の記載を参考に「設計要領第二集」の推

定式（図 5.2.1）から算出した。CM級岩盤については、橋梁部での採用値を用いた。 

 採用値は、小数点 1桁を切り捨てた。 

 

表-5.2.3 単位堆積重量一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.2.4 土質定数の一般値 

（建築基礎構造設計指針/p30/日本建築学会/2019） 
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図-5.2.1 岩盤の単位堆積重量の測定例 

（設計要領第二集/p4-7/西日本道路高速道路㈱/2016） 
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地層名 記号 N値推定式 一般値 試験値
試験
低減値

盛土層（砂質土） Bs 11 - - - - 砂質土についてはc=0とする

盛土層（礫質土） Bg 8 - - - - 礫質土についてはc=0とする

礫質土 Dg 30 - - - - 礫質土についてはc=0とする

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 203 86.4 - - - 表-5.2.6のN値推定式から求めた値を採用

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) 257 93.3 - - - 表-5.2.6のN値推定式から求めた値を採用

試験値 試験低減値

15250 3040

0

0

0

86

93

橋梁部で実施した岩石の三軸試験結果から、試験値を採用
設計・施工時に応じて、試験値、低減値を設定をすることが必
要である

地層

設計
N値

粘着力c（kN/㎡）

備考

花崗閃緑岩 Gr(CM級) - - - 15250 3040

採用値

（４）粘着力（ｃ） 

 粘着力の一覧表を表-5.2.5に示す。 

粘着力の設定は、土質調査、試験を実施している場合には、原則として試験値を採用した。 

岩盤の粘着力は「杭基礎設計便覧」の記載を参考に「設計要領第二集」の表-5.2.6に示す推定

式を用いて、設計 N値より推定した。 

CM 級岩盤については、橋梁部での採用値を用いた。 

 設定値は、1kN/㎡単位で切り捨てた。砂質土、礫質土については、ｃ=0とする。 

 

表-5.2.5 粘着力の一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

表-5.2.6 岩の換算 N値による場合の測定例 

（設計要領第二集/p4-10/西日本高速道路㈱/2016） 
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地層名 記号 N値推定式 一般値 試験値
試験
低減値

盛土層（砂質土） Bs 11 36.2 - - - N値によるφの推定式を採用

盛土層（礫質土） Bg 8 36.5 - - - N値によるφの推定式を採用

礫質土 Dg 30 39.9 - - - N値によるφの推定式を採用

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 203 41.1 - - - N値によるφの推定式を採用

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) 257 41.6 - - - N値によるφの推定式を採用

試験値 試験低減値

44 29

橋梁部で実施した岩石の三軸試験結果から、試験値を採用

設計・施工時に応じて、試験値、低減値を設定することが必要
である

44 29.9

採用値

36

36

39

41

41

花崗閃緑岩 Gr(CM級) - - 40

地層

設計
N値

せん断抵抗角φ（°）

備考

（５）せん断抵抗角 

せん断抵抗角一覧表を表-5.2.7に示す。 

せん断抵抗角の設定は、土質調査、試験を実施している場合には、原則として試験値を採用し

た。試験値がない場合には、砂質土については｢建築基礎構造設計指針｣の N値推定式から設定し、

表-5.2.8～5.2.14に示す。 

岩盤のせん断抵抗角は表-5.2.6に示す推定式を用いて、設計 N値より推定した。 

CM 級岩盤は、橋梁部での採用値を用いた。 

設定値は、1°単位で切り捨てた。 

 

表-5.2.7 せん断抵抗角一覧表 
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計算深度 層厚 単位体積重量

GL-m m γ：kN/m2

0.00 Bg 礫質土 0.00 18.0 0.00 50.00

1.30 Bg 礫質土 6 1.30 18.0 23.40 50.00 12.40 35.75 地下水位

2.30 Bg 礫質土 4 1.00 9.0 32.40 50.00 7.03 31.86 1.78m

3.25 Bg 礫質土 6 0.95 9.0 40.95 50.00 9.38 33.69

3.40 Bg 礫質土 0.15 9.0 42.30 50.00

地層名 土質 Ｎ値
有効上載圧

Ｎ１ φd
σ：kN/m2

計算深度 層厚 単位体積重量

GL-m m γ：kN/m2

0.00 Bg 礫質土 0.00 18.0 0.00 50.00

1.30 Bg 礫質土 8 1.30 18.0 23.40 50.00 16.54 38.19

2.30 Bg 礫質土 14 1.00 18.0 41.40 50.00 21.76 40.00

3.30 Bg 礫質土 10 1.00 18.0 59.40 59.40 12.97 36.11

3.90 Bg 礫質土 0.60 18.0 70.20 70.20

地層名 土質 Ｎ値
有効上載圧

Ｎ１ φd
σ：kN/m2

：N1が20を超える場合は、φdは40とする

：N1が3.5以下なので、平均計算から除外する

計算深度 層厚 単位体積重量

GL-m m γ：kN/m2

0.00 Bs 砂質土 0.00 16.0 0.00 50.00

1.30 Bs 砂質土 18 1.30 16.0 20.80 50.00 39.47 40.00

2.30 Bs 砂質土 11 1.00 16.0 36.80 50.00 18.13 39.04

3.30 Dg 礫質土 36 1.00 20.0 56.80 56.80 47.77 40.00

3.40 Dg 礫質土 0.10 20.0 58.80 58.80 　

地層名 土質 Ｎ値
有効上載圧

Ｎ１ φd
σ：kN/m2

【N値によるφの推定】 

「建築基礎構造設計指針」参考資料、2019 年、p30～31 より 

 

 
 

 
 

 

 

 

図-5.2.4 N1と内部摩擦角φdの関係 
 

ここに、φd（°）：内部摩擦角、N1：N値を有効上載圧で補正した換算 N値、σz’（kN/m2）：有効

上載圧 
 

 

 

 

表-5.2.8 N 値によるφの算定表（No.10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.2.9 N 値によるφの算定表（No.11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.2.10 N 値によるφの算定表（No.12） 
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計算深度 層厚 単位体積重量

GL-m m γ：kN/m2

0.00 Bs 砂質土 0.00 16.0 0.00 50.00

1.30 Bs 砂質土 3 1.30 16.0 20.80 50.00 6.58 31.47 地下水位

2.30 Bs 砂質土 4 1.00 5.0 25.80 50.00 7.87 32.55 1.90m

3.30 Bs 砂質土 13 1.00 5.0 30.80 50.00 23.42 40.00

4.30 Bs 砂質土 9 1.00 5.0 35.80 50.00 15.04 37.34

4.50 Bs 砂質土 0.20 5.0 36.80 50.00 　 　

5.30 Dg 礫質土 33 0.80 9.0 44.00 50.00 49.75 40.00

6.30 Dg 礫質土 24 1.00 9.0 53.00 53.00 32.97 40.00

7.20 Dg 礫質土 60 0.90 9.0 61.10 61.10 76.76 40.00

7.25 Dg 礫質土 0.05 9.0 61.55 61.55

地層名 土質 Ｎ値
有効上載圧

Ｎ１ φd
σ：kN/m2

計算深度 層厚 単位体積重量

GL-m m γ：kN/m2

0.00 Bs 砂質土 0.00 16.0 0.00 50.00

1.30 Bs 砂質土 34 1.30 16.0 20.80 50.00 74.55 40.00

2.255 Dg 礫質土 42 0.96 20.0 39.90 50.00 66.49 40.00

3.00 Dg 礫質土 0.75 20.0 54.80 54.80

地層名 土質 Ｎ値
有効上載圧

Ｎ１ φd
σ：kN/m2

計算深度 層厚 単位体積重量

GL-m m γ：kN/m2

0.00 Bs 砂質土 0.00 16.0 0.00 50.00

1.30 Bs 砂質土 8 1.30 16.0 20.80 50.00 17.54 38.73

2.30 Bs 砂質土 6 1.00 16.0 36.80 50.00 9.89 34.06

3.30 Bs 砂質土 6 1.00 16.0 52.80 52.80 8.26 32.85 地下水位

3.40 Bs 礫質土 0.10 5.0 53.30 53.30 　 　 3.90m

4.325 Dg 礫質土 1.7 0.93 5.0 57.93 57.93 2.23 26.68

5.30 Dg 礫質土 15 0.98 9.0 66.70 66.70 18.37 39.17

5.85 Dg 礫質土 0.55 9.0 71.65 71.65 　 　

地層名 土質 Ｎ値
有効上載圧

Ｎ１ φd
σ：kN/m2

調査地点 Bs Bg Dg

35.8

31.9

33.7

38.2

40.0

36.1

40.0 40.0

39.0

BV-No.13 40.0 40.0

31.5 40.0

32.6 40.0

40.0 40.0

37.3

38.7 26.7

34.1 39.2

32.9

平均 36.2 36.5 39.9

BV-No.15

BV-No.10

BV-No.11

BV-No.12

BV-No.14

表-5.2.11 N 値によるφの算定表（No.13） 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.2.12 N 値によるφの算定表（No.14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.2.13 N 値によるφの算定表（No.15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.2.14 N 値によるφの算定表（全体平均） 
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地層名 記号 N値推定式 一般値 試験値 採用値

盛土層（砂質土） Bs 11 7700 - - 7700 E=700Nの推定式を採用

盛土層（礫質土） Bg 8 5600 - - 5600 E=700Nの推定式を採用

礫質土 Dg 30 21000 - - 21000 E=700Nの推定式を採用

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 203 103946 100000 - 103946 図-5.2.5の推定式から求めた値を採用

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) 257 122318 200000 - 122318 図-5.2.5の推定式から求めた値を採用

花崗閃緑岩 Gr(CM級) - - 450000 - 450000 表-5.2.16からCM級の一般値を採用

地層

設計
N値

変形係数　E（kN/㎡）

備考

（６）変形係数（E0） 

変形係数一覧表を表-5.2.15に示す。 

変形係数の設定は、土砂層については｢杭基礎設計便覧」に記載のある N値推定式により推定し

た。設定値は、100kN/m2単位で切り捨てた。 

 

＜土砂層の変形係数＞ 

「杭基礎設計便覧」より、下式により算出した。 

Ｅ＝700Ｎ kN/m2 

 

＜岩盤の変形係数＞ 

岩盤の変形係数は「杭基礎設計便覧」の記載を参考に「設計要領第二集」の以下の図-5.2.5に

示す推定式を用いて、設計 N値より推定した。 

CM 級の岩盤に関しては N 値＞300 であり推定式の適応外のため、表-5.2.16 に示す一般値を参

考にした。 

 
表-5.2.15 変形係数一覧表 
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図-5.2.5 岩盤の変形係数の測定例 

（設計要領第二集/p4-13/西日本高速道路㈱/2016） 
 

表-5.2.16 変形係数の測定例（kN/m2） 

（設計要領第二集/p4-13/西日本高速道路㈱/2016） 
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5.3 液状化の検討 

（1）判定方法 
  建築基礎構造設計指針による液状化の判定方法を表-5.3.1に示す。 

    

表-5.3.1 液状化判定方法 

 
 

１）対象土層 

①飽和土層（地下水面以下の地層が該当） 

②地表面から 20m 以浅の沖積層 

③細粒分含有率≦35% 

（ただし、粘土分≦10%、または、塑性指数≦15%の盛土、埋土は判定を行う） 

  ④細粒分を含む礫や透水性の低い土層に囲まれた礫、洪積層でも N値が小さな土層 

 

２）液状化判定方法 

Fl＝
τl/σz'

τd/σz'
   （Flが 1 以下の地層は液状化の可能性あり、小さいほど危険） 

    τl/σz’：補正 N 値（Na）に対する液状化抵抗比（図 1 から求める） 

    Na：Na＝Nl+⊿Nf 

    Nl＝CN×N 

    CN= 100/σz'  

    ⊿Nf：図 2から求める 

  τd/σz’：τd/σz’＝rn
αmax
g
 
σz
σz'
 rd 

    σz’：検討深さにおける有効土被り圧（KPa） 

    σz：検討深さにおける全土被り圧（KPa） 

    rn：等価の繰返し回数に関する補正係数で rn＝(M-1)で算出する 

    M：マグニチュード 

    αmax：地表面における設計用水平加速度（cm/s
2） 

    g：重力加速度（980m/s2） 

    rd：低減係数で rd=1-0.015z で算出する 

    z：地表面からの検討深さ（m） 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 補正 N値と液状化抵抗          図 2 細粒分含有率と N値補正係数 

、動的せん断ひずみの関係 
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３) 液状化指数 PLの算定 

FＬ値は地盤のある深度での液状化の程度を求めるものであり、地盤全体がどの程度液状化するのかという評価、

つまり地盤全体としての液状化の危険度を液状化指数 PL値として次のように定義する。 

  ・液状化指数の算定方法 

出典：「2016 年版 建築物の構造関係技術基準解説書」（平成 27 年 10） 

 ＜PL値の算定式＞ 

 

〈記  号〉 

PL：地盤の液状化指数 

F＝0（FL≧1） 

FL：深度 1ｍごとに求められる液状化抵抗率 

W(z)：深さに対する重み係数 

W(z)＝１0－0.5z（z：地表面からの深さ(m)） 

 

(４) 地盤変位 Dcyの予測 

水平地盤での動的水平変位、残留水平変位、沈下量、液状化の程度と動的水平変位の予測は、適当な応答解析に

よるほか、液状化判定の後、以下の手順によることが出来る。 

①図 3 からＮａ、τd／σ'zに対応する各層の繰返しせん断ひずみγcyを推定する。 

②各層のせん断ひずみγcyが同一方向に発生すると仮定して、これを鉛直方向に積分して、振動中の最大水平変

位分布とする。 

③地表変位を Dcyとし液状化程度の指標とする。 

 

 
 

図 3 補正Ｎ値と繰返しせん断ひずみの関係 

(建築基礎構造設計指針：日本建築学会より) 

 
同様に沈下量 Sを求めたい場合、図 5.3.3 をそのまま使いγcyを体積ひずみενと読み換えればよい。 

したがって次式のとおりとなる。 

    Dcy＝S＝H・(γcy/100) 

〈記 号〉 

      Dcy：地表変位（cm） 

      S：沈下量（cm） 

      H：液状化層厚さ（cm） 

     γcy：繰返しせん断ひずみ（％） 
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５) 液状化程度の判定基準 

「建築物の構造関係技術基準解説書」では、地盤液状化の判定条件として、以下の関係性を挙げている。 

 
表 1 Dcy と液状化の程度の関係 

Dcy(cm) 液状化の程度 

0 なし 

5以下 軽微 

5を超え 10以下 小 

10を超え 20以下 中 

20を超え 40以下 大 

40を超える 甚大 

 

表 2 液状化による影響度 

PL値 液状化による影響度 

PL＝0 液状化危険度はかなり低い 

0＜PL≦5 液状化危険度は低い 

5＜PL≦15 液状化危険度が高い 

15＜PL 液状化危険度が極めて高い 

 

-40-



 

                                        

 

FL 判定 FL 判定 FL 判定

1.30 6 Bg 25.9 - - - - - - -

2.30 4 Bg 25.9 15.6 1.522 〇 1.141 〇 0.652 ×

3.25 6 Bg 25.9 18.0 1.519 〇 1.139 〇 0.651 ×

0.00 なし 0.00 なし 4.89 軽微

0.00 かなり低い 0.00 かなり低い 2.45 低い

水平加速度
350gal

No.10
地下水
GL-1.78m

調査地点
計算深度
（GL-m）

N値 土層
細粒分含
有率Fc
（％）

水平加速度
150gal

地盤変位量　Dcy

地盤液状化指数　PL

補正N値

※判定欄の〇は液状化の可能性が少ない箇所は、×は液状化の可能性がある場所

　FL欄の-は液状化判定をおこなう必要がない箇所

水平加速度
200gal

(2) 液状化判定対象層 

調査地点では、BV-No.10、BV-No.14、BV-No.15 において地下水位が確認されたので、地下水位

以深の盛土部及び土砂部で液状化検討を行った。土砂部は洪積層であるが、比較的 N 値が小さい

箇所もあるので、対象土層とした。 

 

(3) 計算条件 

・計画地の地下水位は、無水掘削で確認された自然水位とする。 

・計算に用いる地震力設計水平加速度は、150、200、350gal とする。 

・計算に用いるマグニチュ－ドはＭ＝7.5 とする。 

・各地点の計算深度は、標準貫入試験および粒度試験を実施した深度で行い、計算に用いる N 値

は実測 N値，粒度特性は土質試験結果を用いる。 

・計算に用いる単位体積重量は、表-5.2.4を参考に設定した。 

 

(4) 計算結果 

液状化判定結果は、巻末の「液状化検討結果図」に示す。また、計算結果を要約し、表-5.3.2

～5.3.4に示す。 

 

表-5.3.2 液状化判定結果一覧（No.10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液状化発生の可能性の判定は、建築基礎構造設計指針に従い FL 値を算定した上で、FL 値が 1

を超えると液状化発生の可能性は少ない、FL値が 1以下の場合には液状化発生の可能性があると

判断される。今回の結果では、水平加速度 350gal の深度 2m、3m 付近において液状化を起こす可

能性があると判断される。また、Dcy と PL 値では、「軽微」・「液状化危険度は低い」結果を得た。 
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FL 判定 FL 判定 FL 判定

1.30 8 Bs 28.1 - - - - - - -

2.30 6 Bs 28.1 - - - - - - -

3.30 6 Bs 28.1 - - - - - - -

4.33 2 Dg 11.4 8.8 1.226 〇 0.920 × 0.525 ×

5.30 15 Dg 11.4 24.1 3.03 〇 2.272 〇 1.298 〇

0.00 なし 0.57 軽微 3.39 軽微

0.00 かなり低い 1.99 低い 3.49 低い

補正N値

水平加速度
150gal調査地点

計算深度
（GL-m）

N値 土層
細粒分含
有率Fc
（％）

※判定欄の〇は液状化の可能性が少ない箇所は、×は液状化の可能性がある場所

　FL欄の-は液状化判定をおこなう必要がない箇所

水平加速度
200gal

水平加速度
350gal

No.15
地下水
GL-3.90m

地盤変位量　Dcy

地盤液状化指数　PL

FL 判定 FL 判定 FL 判定

1.30 3 Bs 22.0 - - - - - - -

2.30 4 Bs 22.0 15.6 1.547 〇 1.16 〇 0.663 ×

3.30 13 Bs 22.0 30.2 6.392 〇 4.794 〇 2.74 〇

4.30 9 Bs 22.0 22.3 1.874 〇 1.406 〇 0.803 ×

5.30 33 Dg 9.7 52.2 179.3 〇 134.5 〇 76.85 〇

6.30 24 Dg 9.7 36.6 16.68 〇 12.51 〇 7.147 〇

7.20 60 Dg 9.7 77.8 2875 〇 2156 〇 1232 〇

0.00 なし 0.00 なし 3.77 軽微

0.00 かなり低い 0.00 かなり低い 1.99 低い

地盤変位量　Dcy

水平加速度
350gal

No.14
地下水
GL-1.90m

調査地点
計算深度
（GL-m）

N値 土層
細粒分含
有率Fc
（％）

水平加速度
150gal補正N値

※判定欄の〇は液状化の可能性が少ない箇所は、×は液状化の可能性がある場所

水平加速度
200gal

　FL欄の-は液状化判定をおこなう必要がない箇所

地盤液状化指数　PL

表-5.3.3 液状化判定結果一覧（No.14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液状化発生の可能性の判定は、建築基礎構造設計指針に従い FL 値を算定した上で、FL 値が 1

を超えると液状化発生の可能性は少ない、FL値が 1以下の場合には液状化発生の可能性があると

判断される。今回の結果では、水平加速度 350gal の深度 2m、3m 付近において液状化を起こす可

能性があると判断される。また、Dcy と PL 値では、「軽微」・「液状化危険度は低い」結果を得た。 

 

表-5.3.4 液状化判定結果一覧（No.15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

液状化発生の可能性の判定は、建築基礎構造設計指針に従い FL 値を算定した上で、FL 値が 1

を超えると液状化発生の可能性は少ない、FL値が 1以下の場合には液状化発生の可能性があると

判断される。今回の結果では、水平加速度 200、350gal の深度 4.33m において液状化を起こす可

能性があると判断される。また、Dcy と PL 値では、「軽微」・「液状化危険度は低い」結果を得た。 
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＜ 巻 末 資 料 ＞ 

・ボーリング柱状図及びコア写真 

・室内土質試験結果 

・液状化検討結果 

・調査現場写真 

・簡易弾性波探査状況写真 

・室内土質試験状況写真 

  



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボーリング柱状図及びコア写真 

  



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・BV-No.10 

  



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

建築  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.10 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′9.4814″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年10月18日～令和03年10月19日 134°4′56.9954″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 小野 健一

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

0°

水平

鉛
直

0°

90°

0°

T.P. 206.22 m

9.00 m

東邦地下工機 D1-B

ヤンマー NFD-10 東邦地下工機 BG-3B

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛
土
（
砂
礫
）

強風化花
崗閃緑岩

花
崗
閃
緑
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
褐

褐
灰

暗
青
灰

相

対

密

度

rd2

rd5

rd5

相

対

稠

度

記

事

礫は径0.5cm以下の亜角～亜円礫（花
崗岩）主体。
砂は粗～細砂主体。

DH級岩盤。
強風化した花崗閃緑岩。
岩片状コアとなりハンマーで砕くと砂
礫状となる。

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、長石、角閃石からなり径1～2mm
以下。
短柱状～柱状コアとなりハンマーで叩
くと軽音を発する。
傾斜60～70度の傾斜角が認められる。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

10/18
1.78

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

1.15

1.45
P-10-1

2.15

2.45
P-10-2 物理

3.15

3.35
P-10-3

4.15

4.22
P-10-4

削

孔

月

日

10/18

10/19

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

202.82 3.40

201.22 5.00

197.22 9.00

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～

100

100

～

200

200

～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

回

の

貫

入

量

50 自

沈

時

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50 60

1.15

1.45
2 2 2 6

300
6.0

2.15

2.45
1 2 1 4

300
4.0

3.15

3.35
2 58 60

200
90.0

4.15

4.22
60
70

60
70

257.1

5.00
5.00

60
0

60
0

∞

6.00
6.00

60
0

60
0

∞

7.00
7.00

60
0

60
0

∞

8.00
8.00

60
0

60
0

∞

9.00
9.00

60
0

60
0

∞

オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント
・タカネ設計 設計共同組合
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5m

0m



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・BV-No.11 

  



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

建築  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.11 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′9.2238″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年10月14日～令和03年10月15日 134°4′56.4774″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 小田 英治

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

0°

水平

鉛
直

0°

90°

0°

T.P. 206.38 m

9.00 m

東邦地下工機 D1-B

ヤンマー NFD-10 東邦地下工機 BG-3B

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛
土
（
砂
礫
）

砂礫

風化花崗
閃緑岩

花
崗
閃
緑
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
褐

暗
灰

暗
青
灰

暗
青
灰

相

対

密

度

r
d
2

～r
d
3

rd5

rd5

相

対

稠

度

記

事

礫は径3cm以下の亜角～亜円礫(花崗
岩)主体。
砂は粗～細砂主体。

礫は径3cm以下の亜角～亜円礫主体。
砂は粗砂主体。
CL級岩盤。
風化した花崗閃緑岩。
岩片状コアとなりハンマーで砕くと砂
礫～礫状となる。

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、長石、角閃石からなり径1～2mm
以下。
短柱状～柱状コアとなりハンマーで叩
くと軽音を発する。
傾斜60～70度の傾斜角が認められる。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

1.15

1.45
P-11-1

2.15

2.45
P-11-2

3.15

3.45
P-11-3 物理

削

孔

月

日

10/14

10/15

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

202.78 3.60
202.48 3.90

201.38 5.00

197.38 9.00

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～

100

100

～

200

200

～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

回

の

貫

入

量

50 自

沈

時

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50 60

1.15

1.45
5 2 1 8

300
8.0

2.15

2.45
5 3 6 14

300
14.0

3.15

3.45
4 4 2 10

300
10.0

4.00
4.00

60
0

60
0

∞

5.00
5.00

60
0

60
0

∞

6.00
6.00

60
0

60
0

∞

7.00
7.00

60
0

60
0

∞

8.00
8.00

60
0

60
0

∞

9.00
9.00

60
0

60
0

∞

オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント
・タカネ設計 設計共同組合
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5m

0m



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・BV-No.12 

  



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

建築  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.12 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′8.3028″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年09月29日～令和03年10月01日 134°4′59.5785″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 小田 英治

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

0°

水平

鉛
直

0°

90°

0°

T.P. 207.21 m

9.00 m

東邦地下工機 D1-B

ヤンマー NFD-10 東邦地下工機 BG-3B

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛
土
（
礫
混
り
砂
）

玉石混り
砂礫

強風化花
崗閃緑岩

花
崗
閃
緑
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
褐

暗
灰

褐
灰

暗
青
灰

相

対

密

度

rd3

rd4

rd5

rd5

相

対

稠

度

記

事

砂は粗～細砂主体。
礫は径1cm以下の亜角～亜円礫を少量
混える。

礫は径5cm以下の硬質な角～亜円礫
（砂岩、泥岩）が主体。
砂は粗砂主体。
玉石は径12cm程度の硬質な砂岩が点在
する。
DH級岩盤。
強風化した花崗閃緑岩。
岩片状コアとなり、ハンマーで砕くと
砂礫状となる。

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、角閃石、長石からなり、粒径1
～2mm以下。
短柱状～柱状コアとなり、ハンマーで
砕くと軽音を発する。
傾斜60度～70度の傾斜角が認められ
る。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

1.15

1.45
P-12-1

2.15

2.45
P-12-2 物理

3.15

3.45
P-12-3

削

孔

月

日

9/29

9/30

10/1

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

204.71 2.50

203.81 3.40

203.21 4.00

198.21 9.00

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～

100

100

～

200

200

～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

回

の

貫

入

量

50 自

沈

時

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50 60

1.15

1.45
8 6 4 18

300
18.0

2.15

2.45
2 3 6 11

300
11.0

3.15

3.45
5 5 26 36

300
36.0

4.00
4.00

60
0

60
0

∞

5.00
5.00

60
0

60
0

∞

6.00
6.00

60
0

60
0

∞

7.00
7.00

60
0

60
0

∞

8.00
8.00

60
0

60
0

∞

9.00
9.00

60
0

60
0

∞

オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント
・タカネ設計 設計共同組合
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5m

0m



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・BV-No.13 

  



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

建築  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.13 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′7.4778″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年09月28日～令和03年09月29日 134°5′1.5017″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 小田 英治

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

0°

水平

鉛
直

0°

90°

0°

T.P. 207.08 m

8.00 m

東邦地下工機 D1-B

ヤンマー NFD-10 東邦地下工機 BG-3B

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛土（礫
混り砂）

玉石混り
砂礫

強風化花
崗閃緑岩
風化花崗
閃緑岩

花
崗
閃
緑
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
褐

暗
灰

褐
灰

暗
青
灰

暗
青
灰

相

対

密

度

rd4

rd5

rd5

rd5

rd5

相

対

稠

度

記

事

砂は粗～細砂主体。
礫は径1cm以下の亜角～亜円礫を少量
混える。
GL-1.65m～1.85m間に花崗岩の玉石が
点在する。

礫は径5cm以下の硬質な角～亜円礫
（砂岩、泥岩）が主体。
砂は粗砂主体。
玉石は径10cm程度の硬質な砂岩が点在
する。
DH級岩盤。
強風化した花崗閃緑岩。
CL級岩盤。
風化した花崗閃緑岩。
岩片状コアとなり、ハンマーで砕くと
砂礫～礫状となる。

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、角閃石、長石からなり、粒径1
～2mm以下。
岩片状コア～柱状コアとなり、ハン
マーで砕くと軽音を発する。
傾斜60度～70度の傾斜角が認められ
る。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

1.15

1.45
P-13-1 物理

2.15

2.36
P-13-2

3.15

3.27
P-13-3

削

孔

月

日

9/28

9/29

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

205.08 2.00

204.08 3.00
203.81 3.27

203.08 4.00

199.08 8.00

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～

100

100

～

200

200

～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

回

の

貫

入

量

50 自

沈

時

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50 60

1.15

1.45
7 8 19 34

300
34.0

2.15

2.36
14 17 29

10
60
210

85.7

3.15

3.27
41 19

20
60
120

150.0

4.00
4.00

60
0

60
0

∞

5.00
5.00

60
0

60
0

∞

6.00
6.00

60
0

60
0

∞

7.00
7.00

60
0

60
0

∞

8.00
8.00

60
0

60
0

∞

オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント
・タカネ設計 設計共同組合



5m

5m
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・BV-No.14 

  



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

建築  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.14 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′6.7798″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年10月11日～令和03年10月12日 134°5′1.9240″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 福田 圭志

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

0°

水平

鉛
直

0°

90°

0°

T.P. 211.23 m

13.00 m

東邦地下工機 D1-B

ヤンマー NFD-10 東邦地下工機 BG-3B

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛
土
（
礫
混
り
砂
）

砂
礫

風化花崗
閃緑岩

花
崗
閃
緑
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
褐

暗
灰

暗
青
灰

暗
青
灰

相

対

密

度

r
d
1

～r
d
3

r
d
3

～r
d
4

rd5

rd5

相

対

稠

度

記

事

GL-0.0m～0.05mにアスファルト。
砂は粗～細砂主体。
礫は径1cm以下の亜角～亜円礫を少量
混える。

礫は径2cm以下の亜角～亜円礫(砂岩、
泥岩)主体。
砂は粗～細砂主体。

CL級岩盤。
風化した花崗閃緑岩。
岩片状コアとなりハンマーで砕くと砂
礫～礫状となる。

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、長石、角閃石からなり径1～2mm
以下。
短柱状～柱状コアとなりハンマーで叩
くと軽音を発する。
傾斜60～70度の傾斜角が認められる。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

10/11
1.90

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

1.15

1.45
P-14-1

2.15

2.45
P-14-2 物理

3.15

3.45
P-14-3

4.15

4.45
P-14-4

5.15

5.45
P-14-5 物理

6.15

6.45
P-14-6

7.15

7.25
P-14-7

削

孔

月

日

10/11

10/12

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

206.73 4.50

203.98 7.25

203.23 8.00

198.23 13.00

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～

100

100

～

200

200

～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

回

の

貫

入

量

50 自

沈

時

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50 60

1.15

1.45
1 1 1 3

300
3.0

2.15

2.45
1 2 1 4

300
4.0

3.15

3.45
5 4 4 13

300
13.0

4.15

4.45
2 3 4 9

300
9.0

5.15

5.45
12 10 11 33

300
33.0

6.15

6.45
9 8 7 24

300
24.0

7.15

7.25
60 60

100
180.0

8.00
8.00

60
0

60
0

∞

9.00
9.00

60
0

60
0

∞

10.00
10.00

60
0

60
0

∞

11.00
11.00

60
0

60
0

∞

12.00
12.00

60
0

60
0

∞

13.00
13.00

60
0

60
0

∞

オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント
・タカネ設計 設計共同組合
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・BV-No.15 

  



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

建築  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.15 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′6.9289″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年10月08日～令和03年10月11日 134°5′3.2017″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 小田 英治

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

0°

水平

鉛
直

0°

90°

0°

T.P. 207.76 m

11.00 m

東邦地下工機 D1-B

ヤンマー NFD-10 東邦地下工機 BG-3B

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛
土
（
礫
混
り
砂
）

砂
礫

風化花崗
閃緑岩

花
崗
閃
緑
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
褐

暗
灰

暗
青
灰

暗
青
灰

相

対

密

度

rd2

r
d
1

～r
d
3

rd5

rd5

相

対

稠

度

記

事

砂は粗～細砂主体。
礫は径0.5cm以下の亜角～亜円礫を少
量混える。

礫は径0.5cm以下の亜角～亜円礫(砂
岩、泥岩)主体。
砂は粗～細砂主体。
GL-4.0m～5.0m間は含水比高い。
GL-3.8m～3.9m間に粘土を挟在する。

CL級岩盤。
風化した花崗閃緑岩。
岩片～短柱状状コアとなりハンマーで
砕くと砂礫～礫状となる。

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、長石、角閃石からなり径1～2mm
以下。
岩片状～柱状コアとなりハンマーで叩
くと軽音を発する。
傾斜60～70度の傾斜角が認められる。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

10/11
3.90

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

1.15

1.45
P-15-1

2.15

2.45
P-15-2 物理

3.15

3.45
P-15-3

4.15

4.50

P-15-4 物理

5.15

5.45
P-15-5

6.05

6.12
P-15-6

削

孔

月

日

10/8

10/11

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

204.36 3.40

201.91 5.85

200.76 7.00

196.76 11.00

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～

100

100

～

200

200

～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

回

の

貫

入

量

50 自

沈

時

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50 60

1.15

1.45
3 3 2 8

300
8.0

2.15

2.45
2 2 2 6

300
6.0

3.15

3.45
3 2 1 6

300
6.0

4.15

4.50
1 1
150 200

2
350

1.7

5.15

5.45
2 5 8 15

300
15.0

6.05

6.12
60
70

60
70

257.1

7.00
7.00

60
0

60
0

∞

8.00
8.00

60
0

60
0

∞

9.00
9.00

60
0

60
0

∞

10.00
10.00

60
0

60
0

∞

11.00
11.00

60
0

60
0

∞

オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント
・タカネ設計 設計共同組合
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・室内土質試験結果 
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・液状化検討結果 
 
 
 
 

 
 
  



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・BV-No.10 

  



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.10

１.  地層データ 

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

  3.40 盛土（砂礫）  18.0  19.0   9.0
  5.00 強風化花崗閃緑岩  20.0  20.0  10.0
  9.00 花崗閃緑岩  25.0  25.0  15.0



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.10
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   150.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  1.78  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β γcy

 1.30  6  23.4  23.4  25.9   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******
 2.30  4  41.9  36.7  25.9   0.0  0.0  15.19  0.167  0.110  1.522  1.000 0.000

 3.25  6  60.0  45.3  25.9   0.0  0.0  17.51  0.190  0.125  1.519  1.000 0.000
 4.19 60  78.5  54.5   0.0   0.0  0.0  81.30 870.474  0.134 6476.057  1.000 0.000

 5.00 60  94.8  62.6   0.0   0.0  0.0  75.82 534.462  0.139 3835.392  1.000 0.000
 6.00 60 119.8  77.6   0.0   0.0  0.0  68.10 252.231  0.140 1804.772  1.000 0.000

 7.00 60 144.8  92.6   0.0   0.0  0.0  62.34 136.048  0.139 977.160  1.000 0.000

 8.00 60 169.8 107.6   0.0   0.0  0.0  57.84 80.572  0.138 583.210  1.000 0.000
 9.00 60 194.8 122.6   0.0   0.0  0.0  54.18 51.136  0.137 373.993  1.000 0.000

地盤液状化指数　PL=   0.00  残留沈下量 S=   0.00 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. BV-No.10 地盤標高：　206.22ｍ 地下水位：GL- 1.78ｍ

標

尺
(m)

標

尺
(m)

柱

状

図

地

層

深

度
（ｍ）

層

厚
（ｍ）

γｔ

(kN
 /ｍ )

3

γsat

(kN
 /ｍ )

3

γ’

(kN
 /ｍ )

3

計

算

深

度
（ｍ）

Ｎ

値

σv

(kN
  /㎡)

σv’

(kN
  /㎡)

Fc

（％）

粘

土

分
（％）

塑

性

指

数

補

正

Ｎ

値

低

減

率

β

 5  5

10 10

15 15

20 20

Ｎ　　　値　●

10 20 30 40

ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝150.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.00 m なし

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

 3.40  3.40  18.0  19.0   9.0

 5.00  1.60  20.0  20.0  10.0

 9.00  4.00  25.0  25.0  15.0

 1.30   6  23.4  23.4  25.9   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30   4  41.9  36.7  25.9   0.0   0.0  15.2  1.000.167 0.110 1.522 ○

 3.25   6  60.0  45.3  25.9   0.0   0.0  17.5  1.000.190 0.125 1.519 ○

 4.19  60  78.5  54.5   0.0   0.0   0.0  81.3  1.00870.5 0.134  6476 ○

 5.00  60  94.8  62.6   0.0   0.0   0.0  75.8  1.00534.5 0.139  3835 ○

 6.00  60 119.8  77.6   0.0   0.0   0.0  68.1  1.00252.2 0.140  1805 ○

 7.00  60 144.8  92.6   0.0   0.0   0.0  62.3  1.00136.0 0.139 977.2 ○

 8.00  60 169.8 107.6   0.0   0.0   0.0  57.8  1.0080.57 0.138 583.2 ○

 9.00  60 194.8 122.6   0.0   0.0   0.0  54.2  1.0051.14 0.137 374.0 ○



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.10

１.  地層データ 

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

  3.40 盛土（砂礫）  18.0  19.0   9.0
  5.00 強風化花崗閃緑岩  20.0  20.0  10.0
  9.00 花崗閃緑岩  25.0  25.0  15.0



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.10
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   200.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  1.78  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β γcy

 1.30  6  23.4  23.4  25.9   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******
 2.30  4  41.9  36.7  25.9   0.0  0.0  15.19  0.167  0.146  1.141  1.000 0.000

 3.25  6  60.0  45.3  25.9   0.0  0.0  17.51  0.190  0.167  1.139  1.000 0.000
 4.19 60  78.5  54.5   0.0   0.0  0.0  81.30 870.474  0.179 4857.043  1.000 0.000

 5.00 60  94.8  62.6   0.0   0.0  0.0  75.82 534.462  0.186 2876.544  1.000 0.000
 6.00 60 119.8  77.6   0.0   0.0  0.0  68.10 252.231  0.186 1353.579  1.000 0.000

 7.00 60 144.8  92.6   0.0   0.0  0.0  62.34 136.048  0.186 732.870  1.000 0.000

 8.00 60 169.8 107.6   0.0   0.0  0.0  57.84 80.572  0.184 437.408  1.000 0.000
 9.00 60 194.8 122.6   0.0   0.0  0.0  54.18 51.136  0.182 280.495  1.000 0.000

地盤液状化指数　PL=   0.00  残留沈下量 S=   0.00 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. BV-No.10 地盤標高：　206.22ｍ 地下水位：GL- 1.78ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝200.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.00 m なし

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

 3.40  3.40  18.0  19.0   9.0

 5.00  1.60  20.0  20.0  10.0

 9.00  4.00  25.0  25.0  15.0

 1.30   6  23.4  23.4  25.9   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30   4  41.9  36.7  25.9   0.0   0.0  15.2  1.000.167 0.146 1.141 ○

 3.25   6  60.0  45.3  25.9   0.0   0.0  17.5  1.000.190 0.167 1.139 ○

 4.19  60  78.5  54.5   0.0   0.0   0.0  81.3  1.00870.5 0.179  4857 ○

 5.00  60  94.8  62.6   0.0   0.0   0.0  75.8  1.00534.5 0.186  2877 ○

 6.00  60 119.8  77.6   0.0   0.0   0.0  68.1  1.00252.2 0.186  1354 ○

 7.00  60 144.8  92.6   0.0   0.0   0.0  62.3  1.00136.0 0.186 732.9 ○

 8.00  60 169.8 107.6   0.0   0.0   0.0  57.8  1.0080.57 0.184 437.4 ○

 9.00  60 194.8 122.6   0.0   0.0   0.0  54.2  1.0051.14 0.182 280.5 ○



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.10

１.  地層データ 

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

  3.40 盛土（砂礫）  18.0  19.0   9.0
  5.00 強風化花崗閃緑岩  20.0  20.0  10.0
  9.00 花崗閃緑岩  25.0  25.0  15.0



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.10
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   350.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  1.78  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β γcy

 1.30  6  23.4  23.4  25.9   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******
 2.30  4  41.9  36.7  25.9   0.0  0.0  15.19  0.167  0.256  0.652  0.186 1.642

 3.25  6  60.0  45.3  25.9   0.0  0.0  17.51  0.190  0.293  0.651  0.249 1.301
 4.19 60  78.5  54.5   0.0   0.0  0.0  81.30 870.474  0.314 2775.453  1.000 0.000

 5.00 60  94.8  62.6   0.0   0.0  0.0  75.82 534.462  0.325 1643.739  1.000 0.000
 6.00 60 119.8  77.6   0.0   0.0  0.0  68.10 252.231  0.326 773.474  1.000 0.000

 7.00 60 144.8  92.6   0.0   0.0  0.0  62.34 136.048  0.325 418.783  1.000 0.000

 8.00 60 169.8 107.6   0.0   0.0  0.0  57.84 80.572  0.322 249.947  1.000 0.000
 9.00 60 194.8 122.6   0.0   0.0  0.0  54.18 51.136  0.319 160.283  1.000 0.000

地盤液状化指数　PL=   4.89  残留沈下量 S=   2.45 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. BV-No.10 地盤標高：　206.22ｍ 地下水位：GL- 1.78ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝350.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.02 m 軽微

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

 3.40  3.40  18.0  19.0   9.0

 5.00  1.60  20.0  20.0  10.0

 9.00  4.00  25.0  25.0  15.0

 1.30   6  23.4  23.4  25.9   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30   4  41.9  36.7  25.9   0.0   0.0  15.2  0.190.167 0.256 0.652 Ｘ

 3.25   6  60.0  45.3  25.9   0.0   0.0  17.5  0.250.190 0.293 0.651 Ｘ

 4.19  60  78.5  54.5   0.0   0.0   0.0  81.3  1.00870.5 0.314  2775 ○

 5.00  60  94.8  62.6   0.0   0.0   0.0  75.8  1.00534.5 0.325  1644 ○

 6.00  60 119.8  77.6   0.0   0.0   0.0  68.1  1.00252.2 0.326 773.5 ○

 7.00  60 144.8  92.6   0.0   0.0   0.0  62.3  1.00136.0 0.325 418.8 ○

 8.00  60 169.8 107.6   0.0   0.0   0.0  57.8  1.0080.57 0.322 249.9 ○

 9.00  60 194.8 122.6   0.0   0.0   0.0  54.2  1.0051.14 0.319 160.3 ○
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液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.14

１.  地層データ 

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

  4.50 盛土（礫混り砂）  16.0  17.0   7.0
  7.25 砂礫  20.0  21.0  11.0
  8.00 風化花崗閃緑岩  20.0  20.0  10.0
 13.00 花崗閃緑岩  25.0  25.0  15.0



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.14
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   150.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  1.90  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β γcy

 1.30  3  20.8  20.8  22.0   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******
 2.30  4  37.2  33.2  22.0   0.0  0.0  15.14  0.166  0.108  1.547  1.000 0.000

 3.30 13  54.2  40.2  22.0   0.0  0.0  28.70  0.815  0.127  6.392  1.000 0.000
 4.30  9  71.2  47.2  22.0   0.0  0.0  21.30  0.263  0.140  1.874  1.000 0.000

 5.30 33  91.4  57.4   9.7   0.0  0.0  49.20 26.148  0.146 179.310  1.000 0.000
 6.30 24 112.4  68.4   9.7   0.0  0.0  34.66  2.469  0.148 16.677  1.000 0.000

 7.20 60 131.3  78.3   9.7   0.0  0.0  73.45 427.772  0.149 2874.523  1.000 0.000

 8.00 60 147.3  86.3   0.0   0.0  0.0  64.57 173.792  0.149 1163.268  1.000 0.000
 9.00 60 172.3 101.3   0.0   0.0  0.0  59.60 99.340  0.146 678.804  1.000 0.000

10.00 60 197.4 116.3   0.0   0.0  0.0  55.62 61.392  0.143 427.999  1.000 0.000
11.00 60 222.4 131.3   0.0   0.0  0.0  52.35 40.256  0.141 286.260  1.000 0.000

12.00 60 247.4 146.3   0.0   0.0  0.0  49.60 27.657  0.138 200.585  1.000 0.000
13.00 60 272.4 161.3   0.0   0.0  0.0  47.24 19.733  0.135 145.966  1.000 0.000

地盤液状化指数　PL=   0.00  残留沈下量 S=   0.00 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. BV-No.14 地盤標高：　211.23ｍ 地下水位：GL- 1.90ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝150.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.00 m なし

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

 4.50  4.50  16.0  17.0   7.0

 7.25  2.75  20.0  21.0  11.0

 8.00  0.75  20.0  20.0  10.0

13.00  5.00  25.0  25.0  15.0

 1.30   3  20.8  20.8  22.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30   4  37.2  33.2  22.0   0.0   0.0  15.1  1.000.166 0.108 1.547 ○

 3.30  13  54.2  40.2  22.0   0.0   0.0  28.7  1.000.815 0.127 6.392 ○

 4.30   9  71.2  47.2  22.0   0.0   0.0  21.3  1.000.263 0.140 1.874 ○

 5.30  33  91.4  57.4   9.7   0.0   0.0  49.2  1.0026.15 0.146 179.3 ○

 6.30  24 112.4  68.4   9.7   0.0   0.0  34.7  1.002.469 0.148 16.68 ○

 7.20  60 131.3  78.3   9.7   0.0   0.0  73.4  1.00427.8 0.149  2875 ○

 8.00  60 147.3  86.3   0.0   0.0   0.0  64.6  1.00173.8 0.149  1163 ○

 9.00  60 172.3 101.3   0.0   0.0   0.0  59.6  1.0099.34 0.146 678.8 ○

10.00  60 197.4 116.3   0.0   0.0   0.0  55.6  1.0061.39 0.143 428.0 ○

11.00  60 222.4 131.3   0.0   0.0   0.0  52.4  1.0040.26 0.141 286.3 ○

12.00  60 247.4 146.3   0.0   0.0   0.0  49.6  1.0027.66 0.138 200.6 ○

13.00  60 272.4 161.3   0.0   0.0   0.0  47.2  1.0019.73 0.135 146.0 ○



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.14

１.  地層データ 

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

  4.50 盛土（礫混り砂）  16.0  17.0   7.0
  7.25 砂礫  20.0  21.0  11.0
  8.00 風化花崗閃緑岩  20.0  20.0  10.0
 13.00 花崗閃緑岩  25.0  25.0  15.0



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.14
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   200.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  1.90  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β γcy

 1.30  3  20.8  20.8  22.0   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******
 2.30  4  37.2  33.2  22.0   0.0  0.0  15.14  0.166  0.144  1.160  1.000 0.000

 3.30 13  54.2  40.2  22.0   0.0  0.0  28.70  0.815  0.170  4.794  1.000 0.000
 4.30  9  71.2  47.2  22.0   0.0  0.0  21.30  0.263  0.187  1.406  1.000 0.000

 5.30 33  91.4  57.4   9.7   0.0  0.0  49.20 26.148  0.194 134.483  1.000 0.000
 6.30 24 112.4  68.4   9.7   0.0  0.0  34.66  2.469  0.197 12.508  1.000 0.000

 7.20 60 131.3  78.3   9.7   0.0  0.0  73.45 427.772  0.198 2155.892  1.000 0.000

 8.00 60 147.3  86.3   0.0   0.0  0.0  64.57 173.792  0.199 872.451  1.000 0.000
 9.00 60 172.3 101.3   0.0   0.0  0.0  59.60 99.340  0.195 509.103  1.000 0.000

10.00 60 197.4 116.3   0.0   0.0  0.0  55.62 61.392  0.191 320.999  1.000 0.000
11.00 60 222.4 131.3   0.0   0.0  0.0  52.35 40.256  0.188 214.695  1.000 0.000

12.00 60 247.4 146.3   0.0   0.0  0.0  49.60 27.657  0.184 150.439  1.000 0.000
13.00 60 272.4 161.3   0.0   0.0  0.0  47.24 19.733  0.180 109.474  1.000 0.000

地盤液状化指数　PL=   0.00  残留沈下量 S=   0.00 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. BV-No.14 地盤標高：　211.23ｍ 地下水位：GL- 1.90ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝200.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.00 m なし

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

 4.50  4.50  16.0  17.0   7.0

 7.25  2.75  20.0  21.0  11.0

 8.00  0.75  20.0  20.0  10.0

13.00  5.00  25.0  25.0  15.0

 1.30   3  20.8  20.8  22.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30   4  37.2  33.2  22.0   0.0   0.0  15.1  1.000.166 0.144 1.160 ○

 3.30  13  54.2  40.2  22.0   0.0   0.0  28.7  1.000.815 0.170 4.794 ○

 4.30   9  71.2  47.2  22.0   0.0   0.0  21.3  1.000.263 0.187 1.406 ○

 5.30  33  91.4  57.4   9.7   0.0   0.0  49.2  1.0026.15 0.194 134.5 ○

 6.30  24 112.4  68.4   9.7   0.0   0.0  34.7  1.002.469 0.197 12.51 ○

 7.20  60 131.3  78.3   9.7   0.0   0.0  73.4  1.00427.8 0.198  2156 ○

 8.00  60 147.3  86.3   0.0   0.0   0.0  64.6  1.00173.8 0.199 872.5 ○

 9.00  60 172.3 101.3   0.0   0.0   0.0  59.6  1.0099.34 0.195 509.1 ○

10.00  60 197.4 116.3   0.0   0.0   0.0  55.6  1.0061.39 0.191 321.0 ○

11.00  60 222.4 131.3   0.0   0.0   0.0  52.4  1.0040.26 0.188 214.7 ○

12.00  60 247.4 146.3   0.0   0.0   0.0  49.6  1.0027.66 0.184 150.4 ○

13.00  60 272.4 161.3   0.0   0.0   0.0  47.2  1.0019.73 0.180 109.5 ○



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.14

１.  地層データ 

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

  4.50 盛土（礫混り砂）  16.0  17.0   7.0
  7.25 砂礫  20.0  21.0  11.0
  8.00 風化花崗閃緑岩  20.0  20.0  10.0
 13.00 花崗閃緑岩  25.0  25.0  15.0



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.14
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   350.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  1.90  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β γcy

 1.30  3  20.8  20.8  22.0   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******
 2.30  4  37.2  33.2  22.0   0.0  0.0  15.14  0.166  0.251  0.663  0.184 1.628

 3.30 13  54.2  40.2  22.0   0.0  0.0  28.70  0.815  0.297  2.740  1.000 0.000
 4.30  9  71.2  47.2  22.0   0.0  0.0  21.30  0.263  0.328  0.803  0.427 0.755

 5.30 33  91.4  57.4   9.7   0.0  0.0  49.20 26.148  0.340 76.847  1.000 0.000
 6.30 24 112.4  68.4   9.7   0.0  0.0  34.66  2.469  0.345  7.147  1.000 0.000

 7.20 60 131.3  78.3   9.7   0.0  0.0  73.45 427.772  0.347 1231.938  1.000 0.000

 8.00 60 147.3  86.3   0.0   0.0  0.0  64.57 173.792  0.349 498.543  1.000 0.000
 9.00 60 172.3 101.3   0.0   0.0  0.0  59.60 99.340  0.341 290.916  1.000 0.000

10.00 60 197.4 116.3   0.0   0.0  0.0  55.62 61.392  0.335 183.428  1.000 0.000
11.00 60 222.4 131.3   0.0   0.0  0.0  52.35 40.256  0.328 122.683  1.000 0.000

12.00 60 247.4 146.3   0.0   0.0  0.0  49.60 27.657  0.322 85.965  1.000 0.000
13.00 60 272.4 161.3   0.0   0.0  0.0  47.24 19.733  0.315 62.557  1.000 0.000

地盤液状化指数　PL=   3.77  残留沈下量 S=   1.99 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. BV-No.14 地盤標高：　211.23ｍ 地下水位：GL- 1.90ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝350.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.02 m 軽微

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

 4.50  4.50  16.0  17.0   7.0

 7.25  2.75  20.0  21.0  11.0

 8.00  0.75  20.0  20.0  10.0

13.00  5.00  25.0  25.0  15.0

 1.30   3  20.8  20.8  22.0   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30   4  37.2  33.2  22.0   0.0   0.0  15.1  0.180.166 0.251 0.663 Ｘ

 3.30  13  54.2  40.2  22.0   0.0   0.0  28.7  1.000.815 0.297 2.740 ○

 4.30   9  71.2  47.2  22.0   0.0   0.0  21.3  0.430.263 0.328 0.803 Ｘ

 5.30  33  91.4  57.4   9.7   0.0   0.0  49.2  1.0026.15 0.340 76.85 ○

 6.30  24 112.4  68.4   9.7   0.0   0.0  34.7  1.002.469 0.345 7.147 ○

 7.20  60 131.3  78.3   9.7   0.0   0.0  73.4  1.00427.8 0.347  1232 ○

 8.00  60 147.3  86.3   0.0   0.0   0.0  64.6  1.00173.8 0.349 498.5 ○

 9.00  60 172.3 101.3   0.0   0.0   0.0  59.6  1.0099.34 0.341 290.9 ○

10.00  60 197.4 116.3   0.0   0.0   0.0  55.6  1.0061.39 0.335 183.4 ○

11.00  60 222.4 131.3   0.0   0.0   0.0  52.4  1.0040.26 0.328 122.7 ○

12.00  60 247.4 146.3   0.0   0.0   0.0  49.6  1.0027.66 0.322 85.96 ○

13.00  60 272.4 161.3   0.0   0.0   0.0  47.2  1.0019.73 0.315 62.56 ○
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液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.15

１.  地層データ 

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

  3.40 盛土（礫混り砂）  16.0  17.0   7.0
  5.85 砂礫  20.0  21.0  11.0
  7.00 風化花崗閃緑岩  21.0  21.0  11.0
 11.00 花崗閃緑岩  25.0  25.0  15.0



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.15
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   150.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  3.90  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β γcy

 1.30  8  20.8  20.8  28.1   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******
 2.30  6  36.8  36.8  28.1   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 3.30  6  52.8  52.8  28.1   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******
 4.33  2  73.3  69.1  11.4   0.0  0.0   8.69  0.121  0.099  1.226  1.000 0.000

 5.30 15  93.8  79.8  11.4   0.0  0.0  23.07  0.326  0.108  3.030  1.000 0.000
 6.09 60 110.3  88.4   0.0   0.0  0.0  63.80 159.893  0.113 1418.161  1.000 0.000

 7.00 60 129.5  98.5   0.0   0.0  0.0  60.46 109.739  0.117 937.400  1.000 0.000

 8.00 60 154.5 113.5   0.0   0.0  0.0  56.32 66.933  0.119 561.624  1.000 0.000
 9.00 60 179.5 128.5   0.0   0.0  0.0  52.93 43.447  0.120 361.410  1.000 0.000

10.00 60 204.5 143.5   0.0   0.0  0.0  50.09 29.609  0.121 245.687  1.000 0.000
11.00 60 229.5 158.5   0.0   0.0  0.0  47.66 20.986  0.120 174.463  1.000 0.000

地盤液状化指数　PL=   0.00  残留沈下量 S=   0.00 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. BV-No.15 地盤標高：　207.76ｍ 地下水位：GL- 3.90ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝150.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.00 m なし

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

 3.40  3.40  16.0  17.0   7.0

 5.85  2.45  20.0  21.0  11.0

 7.00  1.15  21.0  21.0  11.0

11.00  4.00  25.0  25.0  15.0

 1.30   8  20.8  20.8  28.1   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30   6  36.8  36.8  28.1   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30   6  52.8  52.8  28.1   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 4.33   2  73.3  69.1  11.4   0.0   0.0   8.7  1.000.121 0.099 1.226 ○

 5.30  15  93.8  79.8  11.4   0.0   0.0  23.1  1.000.326 0.108 3.030 ○

 6.09  60 110.3  88.4   0.0   0.0   0.0  63.8  1.00159.9 0.113  1418 ○

 7.00  60 129.5  98.5   0.0   0.0   0.0  60.5  1.00109.7 0.117 937.4 ○

 8.00  60 154.5 113.5   0.0   0.0   0.0  56.3  1.0066.93 0.119 561.6 ○

 9.00  60 179.5 128.5   0.0   0.0   0.0  52.9  1.0043.45 0.120 361.4 ○

10.00  60 204.5 143.5   0.0   0.0   0.0  50.1  1.0029.61 0.121 245.7 ○

11.00  60 229.5 158.5   0.0   0.0   0.0  47.7  1.0020.99 0.120 174.5 ○



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.15

１.  地層データ 

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

  3.40 盛土（礫混り砂）  16.0  17.0   7.0
  5.85 砂礫  20.0  21.0  11.0
  7.00 風化花崗閃緑岩  21.0  21.0  11.0
 11.00 花崗閃緑岩  25.0  25.0  15.0



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.15
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   200.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  3.90  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β γcy

 1.30  8  20.8  20.8  28.1   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******
 2.30  6  36.8  36.8  28.1   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 3.30  6  52.8  52.8  28.1   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******
 4.33  2  73.3  69.1  11.4   0.0  0.0   8.69  0.121  0.132  0.920  0.075 2.177

 5.30 15  93.8  79.8  11.4   0.0  0.0  23.07  0.326  0.144  2.272  1.000 0.000
 6.09 60 110.3  88.4   0.0   0.0  0.0  63.80 159.893  0.150 1063.621  1.000 0.000

 7.00 60 129.5  98.5   0.0   0.0  0.0  60.46 109.739  0.156 703.050  1.000 0.000

 8.00 60 154.5 113.5   0.0   0.0  0.0  56.32 66.933  0.159 421.218  1.000 0.000
 9.00 60 179.5 128.5   0.0   0.0  0.0  52.93 43.447  0.160 271.057  1.000 0.000

10.00 60 204.5 143.5   0.0   0.0  0.0  50.09 29.609  0.161 184.266  1.000 0.000
11.00 60 229.5 158.5   0.0   0.0  0.0  47.66 20.986  0.160 130.848  1.000 0.000

地盤液状化指数　PL=   0.57  残留沈下量 S=   1.99 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. BV-No.15 地盤標高：　207.76ｍ 地下水位：GL- 3.90ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝200.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.02 m 軽微

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

 3.40  3.40  16.0  17.0   7.0

 5.85  2.45  20.0  21.0  11.0

 7.00  1.15  21.0  21.0  11.0

11.00  4.00  25.0  25.0  15.0

 1.30   8  20.8  20.8  28.1   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30   6  36.8  36.8  28.1   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30   6  52.8  52.8  28.1   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 4.33   2  73.3  69.1  11.4   0.0   0.0   8.7  0.080.121 0.132 0.920 Ｘ

 5.30  15  93.8  79.8  11.4   0.0   0.0  23.1  1.000.326 0.144 2.272 ○

 6.09  60 110.3  88.4   0.0   0.0   0.0  63.8  1.00159.9 0.150  1064 ○

 7.00  60 129.5  98.5   0.0   0.0   0.0  60.5  1.00109.7 0.156 703.0 ○

 8.00  60 154.5 113.5   0.0   0.0   0.0  56.3  1.0066.93 0.159 421.2 ○

 9.00  60 179.5 128.5   0.0   0.0   0.0  52.9  1.0043.45 0.160 271.1 ○

10.00  60 204.5 143.5   0.0   0.0   0.0  50.1  1.0029.61 0.161 184.3 ○

11.00  60 229.5 158.5   0.0   0.0   0.0  47.7  1.0020.99 0.160 130.8 ○



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.15

１.  地層データ 

深度
(m)

土質名 γt
(kN/m3)

γsat
(kN/m3)

γ’
(kN/m3)

  3.40 盛土（礫混り砂）  16.0  17.0   7.0
  5.85 砂礫  20.0  21.0  11.0
  7.00 風化花崗閃緑岩  21.0  21.0  11.0
 11.00 花崗閃緑岩  25.0  25.0  15.0



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年）)

工  事  名    : 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

ボーリングNo. : BV-No.15
２.  計算結果 

設計用水平加速度 αｍａｘ =   350.0  （ｇａｌ）
地下水位(GL.) 　　Ｈｗ =－  3.90  （ｍ）

深度

(m)

Ｎ値

(回)

σｖ

(kN/m2)

σｖ’

(kN/m2)

Fc

  (%)

 粘土分

  (%)

Ｉｐ  Ｎａ

 (回)

  Ｒ   Ｌ ＦＬ β γcy

 1.30  8  20.8  20.8  28.1   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******
 2.30  6  36.8  36.8  28.1   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******

 3.30  6  52.8  52.8  28.1   0.0  0.0 *** ****** ****** ****** ****** ******
 4.33  2  73.3  69.1  11.4   0.0  0.0   8.69  0.121  0.230  0.525  0.075 3.823

 5.30 15  93.8  79.8  11.4   0.0  0.0  23.07  0.326  0.251  1.298  1.000 0.000
 6.09 60 110.3  88.4   0.0   0.0  0.0  63.80 159.893  0.263 607.783  1.000 0.000

 7.00 60 129.5  98.5   0.0   0.0  0.0  60.46 109.739  0.273 401.743  1.000 0.000

 8.00 60 154.5 113.5   0.0   0.0  0.0  56.32 66.933  0.278 240.696  1.000 0.000
 9.00 60 179.5 128.5   0.0   0.0  0.0  52.93 43.447  0.280 154.890  1.000 0.000

10.00 60 204.5 143.5   0.0   0.0  0.0  50.09 29.609  0.281 105.295  1.000 0.000
11.00 60 229.5 158.5   0.0   0.0  0.0  47.66 20.986  0.281 74.770  1.000 0.000

地盤液状化指数　PL=   3.39  残留沈下量 S=   3.49 cm

σｖ　　：　　全応力
σｖ’　：　　有効応力
Ｎａ　　：　　補正Ｎ値
Ｒ　　　：　　動的せん断強度比
Ｌ　　　：　　地震時せん断強度比
ＦＬ　　：　　液状化抵抗率



液状化簡易判定結果（建築基礎構造設計指針（2019年））

件名：   高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo. BV-No.15 地盤標高：　207.76ｍ 地下水位：GL- 3.90ｍ
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ＦＬの深度分布　○

0.5 1.0 1.5

Ｍ＝ 7.5

αｍａｘ＝350.0 gal

Ｒ Ｌ ＦＬ 判
定

地表最大水平変位Dcy

 0.03 m 軽微

FL値による判定
　Ｘ：液状化すると判定，○：液状化しないと判定

Dcyと液状化の程度の関係
  なし：     0     ，軽微：    ～0.05m， 小 ：0.05～0.10m
   中 ：0.10～0.20m， 大 ：0.20～0.40m，甚大：0.40m～

 3.40  3.40  16.0  17.0   7.0

 5.85  2.45  20.0  21.0  11.0

 7.00  1.15  21.0  21.0  11.0

11.00  4.00  25.0  25.0  15.0

 1.30   8  20.8  20.8  28.1   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 2.30   6  36.8  36.8  28.1   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 3.30   6  52.8  52.8  28.1   0.0   0.0 *****  1.00***** ***** ***** ○

 4.33   2  73.3  69.1  11.4   0.0   0.0   8.7  0.080.121 0.230 0.525 Ｘ

 5.30  15  93.8  79.8  11.4   0.0   0.0  23.1  1.000.326 0.251 1.298 ○

 6.09  60 110.3  88.4   0.0   0.0   0.0  63.8  1.00159.9 0.263 607.8 ○

 7.00  60 129.5  98.5   0.0   0.0   0.0  60.5  1.00109.7 0.273 401.7 ○

 8.00  60 154.5 113.5   0.0   0.0   0.0  56.3  1.0066.93 0.278 240.7 ○

 9.00  60 179.5 128.5   0.0   0.0   0.0  52.9  1.0043.45 0.280 154.9 ○

10.00  60 204.5 143.5   0.0   0.0   0.0  50.1  1.0029.61 0.281 105.3 ○

11.00  60 229.5 158.5   0.0   0.0   0.0  47.7  1.0020.99 0.281 74.77 ○



 

 

第Ⅶ編―2 擁壁 

1. 調査概要 .............................................................. 1 

2. 調査方法 .............................................................. 3 

2.1 機械ボーリング .................................................... 3 

2.2 標準貫入試験 ...................................................... 5 

2.3 室内土質試験 ...................................................... 7 

3. 地形地質概要 .......................................................... 8 

3.1 地形概要 .......................................................... 8 

3.2 地質概要 ......................................................... 10 

4. 調査結果 ............................................................. 12 

4.1 地層構成 ......................................................... 12 

4.2 各地層の N 値 ..................................................... 18 

4.3 地下水位 ......................................................... 19 

4.4 室内土質試験 ..................................................... 20 

5. 考察 ................................................................. 26 

5.1 支持層の判定 ..................................................... 26 

5.2 土質定数の推定 ................................................... 27 

5.3 液状化の検討 ..................................................... 35 

 

＜ 巻 末 資 料 ＞  

・ ボーリング柱状図及びコア写真 

・ 室内土質試験結果 

・ 液状化検討結果 

・ 調査現場写真 

・ 室内土質試験状況写真 

＜ 別 途 提 出 ＞ 

・ コア箱 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

                                        

当初 予定 変更 当初 予定 変更 当初 予定 変更 当初 予定 変更 当初 予定 変更 当初 予定 変更

砂・砂質土
φ66mm　オールコア

m 2.0 2.0 1.0 2.0 2.0 0.0 2.0 2.0 1.0 2.0 2.0 0.0 2.0 2.0 0.0 10.0 10.0 2.0

礫混じり土砂
φ66mm　オールコア

m 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.6 4.0 4.0 2.2 4.0 4.0 3.5 4.0 4.0 1.4 20.0 20.0 14.7

玉石混じり土砂
φ66mm　オールコア

m 2.5 2.5 0.0 2.5 2.5 1.0 2.5 2.5 0.9 2.5 2.5 0.0 2.5 2.5 0.0 12.5 12.5 1.9

岩盤ボーリング　軟岩
φ66mm

m 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 2.5 0.0 0.0 0.9 0.0 0.0 0.6 0.0 0.0 6.4

岩盤ボーリング　中硬岩
φ66mm

m 1.5 1.5 4.0 1.5 1.5 4.0 1.5 1.5 3.4 1.5 1.5 4.6 1.5 1.5 5.0 7.5 7.5 21.0

合計 m 10.0 10.0 9.0 10.0 10.0 11.0 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 9.0 10.0 10.0 7.0 50.0 50.0 46.0

砂・砂質土 回 2 2 0 2 2 0 2 2 0 2 2 0 2 2 0 10 10 0

礫混じり土砂 回 4 4 3 4 4 4 4 4 3 4 4 3 4 4 1 20 20 14

玉石混じり土砂 回 3 3 0 3 3 1 3 3 0 3 3 0 3 3 0 15 15 1

軟岩 回 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

合計 回 10 10 3 10 10 5 10 10 3 10 10 4 10 10 1 50 50 16

環境保全 箇所 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 5 5

調査孔閉塞 箇所 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 5 5

給水費（ポンプ運転） 箇所 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 5 5

平坦足場 板材足場（0.3m以
下）

箇所 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 1 0 1 1 1 5 5 2

急傾斜地足場（15°以上～
30°未満）

箇所 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2

急傾斜地足場（30°以上～
45°以下）

箇所 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

土粒子の密度試験 試料 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 5 6

土の含水比試験 試料 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 5 6

土の粒度試験　ふるい分析 試料 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 5 5 6

費目 工種 細別 単位

設計数量

合計No.1 No.2 No.3 No.5 No.6

機械ボーリング

標準貫入試験

直接調査費

室内土質試験

仮設費

準備費

１．調査概要 
 
(1）調  査  名：塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 

 

(2）調 査 場 所     ：香川県高松市塩江町安原東上地内 

 

(3) 調 査 目 的 ：本調査は、法面擁壁の設計に必要な地盤情報を得るために地質調査を実施し

た。 

  

(4）調 査 期 間     ：令和 3年 10月 11 日～令和 3年 10 月 20 日 

 

(5）調 査 内 容     ：機械ボーリング        5 箇所、46.0m 

標準貫入試験         16 回 

室内土質試験         一式 

※詳細は表-1.1に示す。 

 

(6）発 注 者：高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 

 

(7) 受 注 者：オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント・タカネ設計     

設計共同企業体 

 

(8) 位  置   図：図-1.1に調査位置図を示す。 

 

表-1.1 調査数量 
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図-1.1 調査位置図



 

 

                                        

２．調査方法 
 

2.1 機械ボーリング 

（１）目的 

ボーリング機械は油圧式ロータリー型試錐機を使用した。掘削孔径はφ66mmとした。掘削はオ

ールコアボーリングとした。掘削に際して、スライムの除去、漏水防止、孔壁の保護のために送

水し掘進した。また、表層の崩壊し易い土層においてはケーシングパイプを打設した。 

ボーリングの掘進状況は随時監督職員に連絡し、調査目的を達した時は協議の上検尺を行った。 

ボーリング終了後は、掘削孔をセメントミルクで埋め戻しするとともに、地表面付近は原形の

復旧に努めた。 

 

（２）仮設・運搬 

作業に際しては、足場パイプ、足場板等により十分堅固な足場を仮設して、その上にボーリン

グ機械をセットした。図-2.1.1に設置例として平坦地に設置した場合の仮設足場の概略図を示す。

傾斜地に設置した場合の仮設足場の概略図を図-2.1.2に示す。 

ボーリング地点が車両走行困難な不整地、傾斜地に位置する場合、ボーリング資機材の運搬は、

車両走行可能な場所まではユニック付 4t トラックにて運搬し、ボーリング地点までは特装車運搬

で行った。特装車運搬の例を図-2.1.3に示す。 
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図-2.1.1 平坦地足場の概略図 
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図-2.1.2 傾斜地足場の概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.1.3 特装運搬の例 
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7.5cm 56.0cm 17.5cm

81.0cm

シュー

角ネジ
5.1cm

3.5cm コネクターヘッド

ロッドカップリング

ロッド

φ=19.47'

スプリットバーレル

2.2 標準貫入試験 

 標準貫入試験は、調査位置における土の硬軟、締まり具合を知る指標となる N 値を求めるため

に JIS A 1219 にもとづき実施した。本試験は、図-2.2.1で示す標準貫入試験装置を用いて行っ

た。試験手順は以下のとおりである。 

① 図-2.2.1で示した標準貫入試験装置のように、ロッドの先端に図-2.2.2に示す標準貫入試

験用サンプラーを付け、ボーリング孔の孔底まで静かに降ろした。 

② 15cm の予備打ちの後、標準ハンマー（自重 63.5±0.5kg のハンマー）を 76±1cm の高さか

ら自由落下させ、サンプラーが 30cm 貫入するのに要した打撃回数を N 値として測定した。

なお、打撃回数は 10cm 毎に記録した。ただし、硬質または締まった地盤においての貫入試

験の打撃回数は、50 回を限度として打ち切り、50回における貫入量を測定した。試験開始

深度は GL-1m からとし、その後、1m 間隔を原則として実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.2.1 標準貫入試験概略図   半自動落下装置 
（「地盤調査の方法と解説」地盤工学会より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.2.2 SPT サンプラー 

（「地盤調査の方法と解説」地盤工学会より） 
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標準貫入試験から N値及び土質試料を採取して、相対密度・相対調度を区分した。 

 

・相対密度------砂質土、礫質土 

・相対稠度------粘性土 

 

「地質・土質調査成果電子納品要領(案)」より引用した相対密度・相対調度の一覧表を表-2.2.1

に示す。 

 

表-2.2.1 相対密度・相対稠度の表現方法 
 

出典:ボーリング柱状図作成及びボーリングコア取扱い・保管要領（案）・同解説 

（平成 27 年 6 月）（社）全国地質調査業協会連合会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相対密度 

（砂質土） 
N値 

相対稠度 

（粘性土） 
N値 

非常に緩い(rd1) 

緩 い(rd2) 

中 ぐ ら い(rd3) 

密 な(rd4) 

非常に密な(rd5) 

0～4 

4～10 

10～30 

30～50 

50以上 

非常に軟らかい(rc1) 

軟らかい(rc2) 

中位の(rc3) 

硬い(rc4) 

非常に硬い(rc5)  

0～2 

2～4 

4～8 

8～15 

15～30 
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2.3 室内土質試験 

 室内土質試験は、表-2.3.1に示される規格（JIS：日本工業規格）に準拠して実施した。 

室内土質試験は、標準貫入試験によって採取された試料を用いて実施した。 

 

表-2.3.1 室内土質試験項目 

試 験 項 目 規 格 

土粒子の密度試験 JIS A 1202 

土の含水比試験 JIS A 1203 

土の粒度試験 JIS A 1204 

注）JIS: 日本工業規格     
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３．地形地質概要 
 

3.1 地形概要 

調査地は、高松市南部の「高松空港」から南東へ約 8km、「道の駅しおのえ」のすぐ南側に位置

する（図-3.1.1）。調査地一帯は、讃岐山脈の北側に位置し標高約 600m 未満の前山丘陵地帯が広

がっている。丘陵とその北側に平野との境界には、活断層である長尾断層が通っている。 

 調査地すぐ東側に北流する香東川が流れており、蛇行しながら流下しており谷地形が形成され、

礫を主体とした礫質土が基盤岩である花崗閃緑岩を覆っている。香東川の河床部においては、硬

質な花崗閃緑岩が露出している。次頁に図-3.1.2調査地周辺の地形分類図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.1.1 高松市の地形と地質 
「高松市公式ホームページ 平成 20 年度版高松市環境白書 第Ⅱ部各論第２章自然環境」より引用 

 

調査地 
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図-3.1.2 調査地地形周辺分類図 「国土調査（土地分類調査・水調査 20 万分の 1土地分類基本調査」より引用

調査地 
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3.2 地質概要 

調査地の地質は、図 3.2.1に示すとおり領家花崗岩類からなり、現在から約 8000～9000 万年前

の中生代白亜紀に形成された深成岩で、黒雲母花崗岩及び花崗閃緑岩などから構成される。花崗

岩は、風化しにくい岩石として墓石に使われている。しかし、香川県内に見られる花崗岩は長期

の風化作用を受けていることから、地表面ではマサと呼ばれる強風化岩となっている。マサ土は、

礫質～砂質状からなり雨水による浸食に弱く、また豪雨時には表層破壊を引き起こす可能性もあ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3.2.1 香川県の地質図 「香川大学工学部 長谷川 監修」より引用 
 
花崗岩は風化すると、柱状節理と呼ばれる亀裂が発達する。花崗岩の風化形態として節理に沿

って風化が進み、未風化部と風化部が混在する形態となる。この未風化部をコアストーン（岩芯）

と呼び比較的新鮮で硬質なものが多く、大きさは様々で 2m を超えるものまであり、たびたび土木

工事や土砂災害時に問題となった事例がある（図-3.2.2）。次頁に図-3.2.3調査地周辺の地質分

類図を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3.2.2 花崗岩の風化形態 「日本応用地質学会 中四国支部」より引用 

調査地 
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図-3.3.3 調査地表層地質図 「国土調査（土地分類調査・水調査 20 万分の 1土地分類基本調査」より引用

調査地 
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地層名
区分
記号

特徴

現
世

盛土層(礫質土) Bg
盛土。
径3cm以下の亜角～亜円礫（花崗岩）が主体。粗～細砂を主体とする。相
対密度は、緩い～非常に密なを示し不均質である。

更
新
世

礫質土 Dg

径3cm以下の硬質な亜角～亜円礫(砂岩、泥岩)が主体。粗砂を主体とす
る。
径15～25cm以上の玉石(砂岩)が点在する。
相対密度は、中ぐらい～非常に密なを示し不均質である。

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級)
強風化した花崗閃緑岩でDH級岩盤となる。岩片状コアとなり、ハンマー
で砕くと砂礫～礫状となる。
相対密度は、非常に密なを示す。

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級)
風化した花崗閃緑岩でCL級岩盤となる。短柱状～岩片状コアとなり、ハ
ンマーで砕くと砂礫～礫状となる。
相対密度は、非常に密なを示す。

花崗閃緑岩 Gr(CM級)
新鮮で硬質な花崗閃緑岩でCH級岩盤となる。短柱状～柱状コアとなりハ
ンマーで叩くと軽音を発する。
相対密度は、非常に密なを示す。

新
生
代

中
生
代

地層時代

第
四
紀

白
亜
紀

４．調査結果 
 

ボーリング調査を調査位置平面図に示す 5ヶ所で実施した。 

 ボーリング調査各地点で標準貫入試験を行った。 

以下、調査結果について述べる。 

 

4.1 地層構成 

調査地の地質構成を表-4.1.1に、推定地質断面図を図-4.1.1～図-4.1.3に示す。各地点のボー

リング調査結果の詳細は、巻末のボーリング柱状図に示す。 

本調査で確認された土層は上位より、盛土層（Bg）、礫質土層（Dg）、基盤岩（Gr）である。 

 
表-4.1.1 地質層序表 
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基盤岩である花崗閃緑岩の岩級区分に関しては、表-4.1.2に示す橋梁基礎の岩級区分か

ら判断した。 

 
表-4.1.2 橋梁基礎の岩級区分  

「地質・土質調査成果電子納品要領(案)」より引用 
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図-4.1.1 推定地質断面図
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図-4.1.2 推定地質断面図
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図-4.1.3 推定地質断面図



 

 

                                        

以下に、本調査地に、認められる土層の概略について述べる。 

 

1）盛土層（砂質土）（Bs） 

 調査地の表層部に分布する盛土層。層厚は 1.0m 程度分布している。 

 

2）盛土層（礫質土）（Bg） 

 調査地の表層部に分布する盛土層。層厚は 1.4m～4.6m 程度分布している。 

 

3）礫質土（Dg） 

調査地の東側 BV-No.1、BV-No.2、BV-No.3、BV-No.5 付近に分布する礫質土層。層厚は 0.6m～

1.0m 程度分布している。玉石混り砂礫～砂礫からなり、径 3cm 以下の硬質な亜角～亜円礫（砂岩、

泥岩）を主体とする。径 15～25cm 以上の硬質な玉石（砂岩）が点在する。 

 

4）強風化花崗閃緑岩（Gr：DH 級） 

 調査地の西側 BV-No.3、BV-No.5 付近に分布する基盤岩。強風化した花崗閃緑岩からなり、層厚

は 0.85m～1.45m 程度である。岩片状コアとなりハンマーで叩くと砂礫～礫混じり砂状となる。DH

級に相当する。 

 

5）風化花崗閃緑岩（Gr：CL 級） 

 調査地の概ね東側 BV-No.1、BV-No.2、BV-No.3、BV-No.6 付近に分布する基盤岩。風化した花崗

閃緑岩からなり、層厚は 0.6m～1.4m 程度である。短柱状～岩片状コアとなりハンマーで叩くと礫

～砂礫状となる。CL 級岩盤に相当する。 

 

6）花崗閃緑岩（Gr：CM 級） 

 調査地全域に分布する基盤岩。新鮮で硬質な花崗閃緑岩からなる。短柱状～柱状コアとなりハ

ンマーで叩くと軽音を発する。CM級に相当する。 
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GL-（m) 標高（m）

BV-No.1 盛土層(礫質土) 2.00 205.62

BV-No.2 -

BV-No.3 盛土層(礫質土) 1.52 207.87

BV-No.5 -

BV-No.6 -

認められなかった

認められなかった

調査地点 土質
地下水位

認められなかった

4.3 地下水位 

調査ボーリングにおいて孔内水位の測定を行った。表-4.3.1に孔内水位測定結果を示す。 

 地下水位は、無水掘削により確認された水位であり、また試料の含水状態等からも自然水位ま

たは宙水と想定される。 

 

表-4.3.1 孔内水位測定結果 
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4.4 室内土質試験 

室内土質試験は、地盤の物理特性を把握することを目的として、物理試験を実施した。 

 

＜物理試験＞ 

土粒子の密度試験 

土の含水比試験 

土の粒度試験（ふるい） 

室内土質試験結果一覧表を、次ページに示す。以下、試験項目ごとの調査結果について述べる。 
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Bg Dg

土粒子密度 ρ s (g/cm
3
)

2.673
（2.640～2.736）

2.549

地　層　記　号

(１) 土粒子の密度 ρs（g/cm3） 

土粒子の密度は、土中に含まれる重鉱物、有機物等の有無、含有率を想定するための基本的物

性値である。 

軟弱地盤に多く堆積している土粒子の密度は、一般的な沖積層、洪積層では表-4.4.2のような

値を示す。表-4.4.3に各層の土粒子の密度の平均値と範囲を示す。 

 

表-4.4.2 土粒子の密度の一般値 

（土質試験の方法と解説/p101/（社）地盤工学会/2013） 

 

土質名 密度ρs（g/cm
3
）

豊浦砂 2.64

沖積砂質土 2.6～2.8

沖積粘性土 2.50～2.75
洪積砂質土 2.6～2.8

洪積粘性土 2.50～2.75

泥炭（ピート） 1.4～2.3
関東ローム 2.7～3.0

まさ土 2.6～2.8
しらす 1.8～2.4
黒ボク 2.3～2.6  

 

表-4.4.3 各層の土粒子の密度 

 

 

 

 

表より沖積砂質土と比較して Bs 層は 2.6 g/cm3程度であり、概ね一般的な値を示す。Dg 層は

洪積砂質土と比較して 2.5 g/cm3程度であり、一般値より小さい値を示す。 
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Bg Dg

自然含水比 W n (%)
16.5

（5.8～24.1）
11.1

地　層　記　号

(２) 含水比 Ｗn（％） 

表-4.4.5に各層の含水比の平均値と範囲を示す。表-4.4.4には土の物理的性質の一般値を示す。 

 

表-4.4.4 各層の含水比 

 

 

 

 

表-4.4.5 土の物理的性質の一般値 

(地盤材料試験の方法と解説/p181/（社）地盤工学会/2013) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Bg 層は、概ね沖積層砂質土に相当する一般値の範囲内にある。 

Dg 層は洪積層であり、一般値に記載がないので沖積層砂質土と比較した。概ね一般値の範囲

内にあり、Bs 層、Bg 層より比較的小さい値を示す。 
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(３) 粒度組成 

土を構成している種々の土粒子の粒径別含有割合で、土粒子の大きさから土を粘土～礫質土に

分類する。この結果より、土層区分および土の透水性等の工学的性質をある程度知ることができ、

また、砂質土の場合は地震時の液状化判定に役立つ。図-4.4.1～4.4.2に各層の粒径加積曲線を

示す。 

 

①  Bg 層 

Bg 層は、2mm 以上の礫を 43.2～55.8％、0.075mm 以上の砂分を 30.2～44.9％、0.075mm 以下の

細粒分を 8.4～26.6％含んでおり、地盤材料の工学的分類は、「細粒分混じり砂質礫（GS-F）～細

粒分質砂質礫（GFS）」に分類される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.4.1 Bg 層の粒径加積曲線 
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②  Dg 層 

Dg層は、2mm以上の礫分を53.3％、0.075mm以上の砂分を29.1％、0.075mm未満の細粒分を17.6％

含んでおり、地盤材料の工学的分類は、「細粒分質砂質礫（GFS）」に分類される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.4.2 Dg 層の粒径加積曲線 
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５．考 察 
 

5.1 支持層の判定 
 

 構造物の良質な支持層を以下の基準に従って判断した。 

 

道路土工「擁壁工指針（平成 24 年度版）」日本道路協会 P37 に示される支持層の目安を 5m 程度

確認して掘り止めとすることを基本とした。 

 
 
 
 
 

 

 

 本調査地では、上位から盛土層（Bs、Bg）、礫質土層（Dg）、基盤岩（Gr）が分布しており、良

質な支持層は基盤岩（Gr）からなる。下記に想定地層断面図を図-5.1.1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.1.1 想定地層断面図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂層・砂礫層：N値 20程度以上 

粘性土層：N値 10～15 程度以上（一軸圧縮強さ 100～200kN/m2程度以上）  

  岩盤：岩盤の場合は一般に支持層としてよい 

想定支持層線 
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単位堆積重量 変形係数

γ E

地層名 記号 (kN/ ) (kN/㎡)

盛土層（礫質土） Bg 9 20 6300

礫質土 Dg 27 20 18900

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 357 21 100000

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) 562 23 200000

試験値 試験低減値 試験値 試験低減値

15250 3040 44 29
25 450000

粘着力

ｃ

(kN/㎡)

0

0
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100

せん断抵抗角

φ

(°)

40
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35

37

地層

設計
N値

花崗閃緑岩 Gr(CM級) -

5.2 土質定数の推定 

（１）設計土質定数のまとめ 

各地層の土質定数を表-5.2.1に示す。 

 

表-5.2.1 土質定数一覧表 
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示
し
過
大
評
価
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
補
正
N
値
と
し
て
最
初
の
1
0
c
m
打
撃
回
数
の
3
倍
に
補
正
し
た
。

貫
入
不
能
は
平
均
計
算
に
含
ま
な
い
。

N
値

N
値

N
値

N
値

N
値
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V
-
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o
.
5
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V
-
N
o
.
6

全
体
の
平
均

B
V
-
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o
.
3

新 生 代

第 四 紀

中 生 代

白 亜 紀

地
質
時
代

地
層
名

区
分

記
号

B
V
-
N
o
.
1

B
V
-
N
o
.
2

（
２
）
設
計
N
値
 

 
設
計
N
値
の
算
出
は
実
測
N
値
を
用
い
た
。
 

 
実
測
N
値
の
平
均
値
を
設
計
N
値
と
し
て
設
定
し
、
表
-5
.
2
.
2
に
示
し
た
。
 

 

表
-
5
.2
.
2
 
設
計
N
値
一
覧
表
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地層名 記号 N値推定式 一般値 試験値 採用値

盛土層（礫質土） Bg 9 - 20 - 20
図-5.2.1から「締め固められた礫」の一般値
を採用

礫質土 Dg 27 - 20 - 20
図-5.2.1から「密実なものまたは粒径幅の広
いもの」の一般値を採用

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 357 - 21.6 - 21 表-5.2.4から「DH級」の一般値を採用

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) 562 - 23.5 - 23 表-5.2.4から「CL級」の一般値を採用

花崗閃緑岩 Gr(CM級) - - - 25.6 25
橋梁部で実施した岩石の密度試験結果から、
試験値を採用

地層

設計
N値

単位堆積重量γ（kN/ ）

備考

（３）単位堆積重量（γ） 

土の単位体積重量の設定は、試験を実施している場合には原則として試験値を採用した。試験 

値がない場合には「道路土工 盛土工指針」及び「風化花崗岩とまさ土の工学的性質とその応用」

に記載のある一般値（図-5.2.1、表-5.2.4）を参考にして設定し、表-5.2.3に示した。 

 

表-5.2.3 単位堆積重量一覧表 
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図-5.2.1 土質定数の一般値 

（道路土工盛土工指針/p101/（社）道路協会/2010） 
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地層名 記号 N値推定式 一般値 試験値
試験
低減値

盛土層（礫質土） Bg 9 - 0 - - 図-5.2.1から「締め固められた礫」の一般値を採用

礫質土 Dg 27 - 0 - -
図-5.2.1から「密実なものまたは粒径幅の広いもの」の一般値

を採用

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 357 - 0 - - 表-5.2.6からDH級の一般値を採用

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) 562 - 100 - - 表-5.2.6からCL級の一般値を採用

試験値 試験低減値

15250 3040

100

橋梁部で実施した岩石の三軸試験結果から、試験値を採用
設計、施工時に応じて、試験値、低減値を設定することが必要
である

地層

設計
N値

粘着力c（kN/㎡）

備考

花崗閃緑岩 Gr(CM級) - - - 15250 3040

採用値

0

0

0

（４）粘着力（ｃ） 

 粘着力の一覧表を表-5.2.5に示す。 

粘着力の設定は、土質調査、試験を実施している場合には、原則として試験値を採用した。 

DH 級、CL 級の岩盤に関しては N 値＞300 であり推定式の適応外のため、表-5.2.6に示す一般値

を参考にした。 

CM 級岩盤については、橋梁部での採用値を用いた。 

 設定値は、1kN/㎡単位で切り捨てた。 

 

表-5.2.5 粘着力の一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.2.6 強度定数の測定例 

（設計要領第二集/p4-12/西日本高速道路㈱/2016） 
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地層名 記号 N値推定式 一般値 試験値
試験
低減値

盛土層（礫質土） Bg 9 - 40 - - 図-5.2.1から「締め固められた礫」の一般値を採用

礫質土 Dg 27 - 40 - -
図-5.2.1から「密実なものまたは粒径幅の広いもの」の一般値
を採用

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 357 - 35 - - 表-5.2.6からDH級の一般値を採用

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) 562 - 37 - - 表-5.2.6からCL級の一般値を採用

試験値 試験低減値

44 29

橋梁部で実施した岩石の三軸試験結果から、試験値を採用
設計、施工時に応じて、試験値、低減値を設定することが必要
である

44.0 29.9

採用値

40

40

35

37

花崗閃緑岩 Gr(CM級) - - -

地層

設計
N値

せん断抵抗角φ（°）

備考

（５）せん断抵抗角 

せん断抵抗角一覧表を表-5.2.8に示す。 

せん断抵抗角の設定は、土質調査、試験を実施している場合には、原則として試験値を採用し

た。試験値がない場合には、砂質土については図-5.2.6 の｢土質定数の一般値｣を参考にして設定

した。 

 DH 級、CL 級の岩盤に関しては N 値＞300 であり推定式の適応外のため、表 5.2.6に示す一般値

を参考にした。 

CM 級岩盤については、橋梁部での採用値を用いた。 

設定値は、1°単位で切り捨てた。 

 

表-5.2.8 せん断抵抗角一覧表 
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地層名 記号 N値推定式 一般値 試験値 採用値

盛土層（礫質土） Bg 9 6300 - - 6300 E=700Nの推定式を採用

礫質土 Dg 27 18900 - - 18900 E=700Nの推定式を採用

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 357 - 100000 - 100000 表-5.2.10からDH級の一般値を採用

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) 562 - 200000 - 200000 表-5.2.10からCL級の一般値を採用

花崗閃緑岩 Gr(CM級) - - 450000 - 450000 表-5.2.10からCM級の一般値を採用

地層

設計
N値

変形係数　E（kN/㎡）

備考

（６）変形係数（E0） 

変形係数一覧表を表-5.2.9に示す。 

変形係数の設定は、土砂層については｢杭基礎設計便覧」に記載のある N 値推定式により推定し

た。設定値は、100kN/m2単位で切り捨てた。 

 

＜土砂層の変形係数＞ 

「杭基礎設計便覧」より、下式により算出した。 

Ｅ＝700Ｎ kN/m2 

 

＜岩盤の変形係数＞ 

DH 級、CL 級、CM 級の岩盤に関しては N 値＞300 であり推定式の適応外のため、表-5.2.10に示

す一般値を参考にした。 

表-5.2.9 変形係数一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.2.10 変形係数の測定例（kN/m2） 

（設計要領第二集/p4-13/西日本高速道路㈱/2016） 
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Bs - 1.00 - -

Bg 12 2.00 183 0.011

洪積層 Dg 22 1.00 224 0.004

盛土

地　層 土質・岩質

Ｎ値

平均

Hi/Vsi
(s)

TG
(s)

地盤種別

0.06 Ⅰ種

層厚

Hi(m)

平均せん断

弾性波速度
Vsi(m/s)

Bs - 1.00 - -

Bg 12 2.20 183 0.012

洪積層 Dg 250 0.90 504 0.002

Hi/Vsi
(s)

TG
(s)

地盤種別

盛土

0.06 Ⅰ種

地　層 土質・岩質

Ｎ値

平均

層厚

Hi(m)

平均せん断

弾性波速度
Vsi(m/s)

5.3 地盤の液状化判定 

（１）地盤種別の判定 

地盤種別の判定方法 

下図に示すとおり、道路橋示方書の手順に従い地盤種別の判定を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地盤種別の判定 

耐震設計上の基盤面は Dg 層以深を耐震設計上の基盤面とした。 

以下に TG 算出結果を表-5.3.1～5.3.2に示す。 

 

表-5.3.1 TG 算出結果（BV-No.1）   

 

 

 

 

 

 

 

表-5.3.2 TG 算出結果（BV-No.3） 

 

 

 

 

 

 

 

以上より、調査地の地盤種別はⅠ種地盤と判断される。 

方法①：地盤の特性値ＴＧから区分する方法

TG=4∑H/Vsi

TG:地盤の特性値(s)

H :地層の厚さ(m)

Vsi:地層の平均弾性波速度(m/s)

(1≦N≦50)　Vsi=80N
1/3

(1≦N≦25)　Vsi=100N
1/3

砂質土

粘性土

地盤種別

Ⅰ種

Ⅱ種

Ⅲ種

0.2≦TG<0.6

TG<0.2

地盤の特性値TG(s)

0.6≦TG
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計算深度

（GL-m） FC＜35％ 判定 Ip＜15 判定 ＜10mm 判定

1.3 Bg 13.5 〇 - - 2.038 〇 〇

2.3 Bg 13.5 〇 - - 2.038 〇 〇

3.3 Dg 17.6 〇 - - 2.681 〇 〇

1.3 Bg 14.5 〇 - - 2.396 〇 〇

2.3 Bg 14.5 〇 - - 2.396 〇 〇

50％粒径
（mm）孔番号 液状化対象層

〇：液状化対象層　△：追加検討を要する　×：液状化対象外

BV-No.1

BV-No.3

地層

細粒分含有率
FC（％）

塑性指数
Ip

（３）地盤の液状化判定方法 

緩い砂質土地盤や礫質土地盤では、液状化が発生する可能性がある。本業務では、液状化の可

能性について、「道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編」に準拠して、液状化の概略検討を実施す

る。液状化の検討手順を同示方書から抜粋し、次ページ以下の図-5.3.1～5.3.2に示す。 

  

(４) 液状化判定対象層 

「道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編」によれば、液状化検討を要する土層は以下のとおりであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

本節では、上記の条件に基づいて、本調査で実施した機械ボーリング結果並びに室内土質試験

結果を用いて液状化の判定を実施する。洪積層についても N 値の比較的小さな箇所では、確認の

ため液状化判定層として扱った。液状化対象層の一覧表を表-5.3.3に示す。 

 

表-5.3.3 液状化対象層の判定 

 

 

＜液状化の判定を行う必要がある砂質土層＞ 

沖積層の砂質土層で次の 3 条件全てに該当するものを対象とする 

① 地下水位が現地盤から 10m 以内にあり、かつ、20ｍ以内の深さに存在する飽和土層 

② 細粒分含有率 FC が 35%以下、または、FC が 35%を超えても塑性指数 Ip が 15 以下の土層 

③ 平均粒径 D50 が 10mm 以下で、かつ、10%粒径 D10 が 1mm 以下である土層 
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図-5.3.1 液状化判定方法 

（道路橋示方書・同解説書 Ⅴ耐震設計編/p161-164/（社）日本道路協会/2017） 
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図-5.3.2 地域別補正係数 

（道路橋示方書・同解説書 Ⅴ耐震設計編/p64-65/（社）日本道路協会/2017） 
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FL 判定 FL 判定 FL 判定

1.3 5 Bg 2.038 13.5 - - - - - - 地下水位

2.3 8 Bg 2.038 13.5 1.934 〇 0.464 × 0.426 × 2.00m

3.3 22 Dg 2.681 17.6 5.663 〇 1.359 × 1.699 ×

〇：液状化発生の可能性が小さい、×：液状化発生の可能性がある

レベル1地震動
レベル2地震動
タイプⅠ

レベル2地震動
タイプⅡ計算深度

（GL-m）
N値 地層

50％粒径
（mm）

細粒分含有率
Fc（％）

FL 判定 FL 判定 FL 判定

1.3 19 Bg 2.396 14.5 - - - - - - 地下水位

2.3 5 Bg 2.396 14.5 1.413 〇 0.339 × 0.283 × 1.52m

〇：液状化発生の可能性が小さい、×：液状化発生の可能性がある

計算深度
（GL-m）

N値 地層
50％粒径
（mm）

細粒分含有率
Fc（％）

レベル1地震動
レベル2地震動
タイプⅠ

レベル2地震動
タイプⅡ

(５) FL 法による液状化の判定結果 

液状化判定結果を表-5.3.4～5.3.5に示す。 

FL 法は算定の結果、FL≦1 であれば液状化の可能性があり、FL＞1 であれば液状化の可能性

が小さいと判断される。 

 

表-5.3.4 BV-No.1 の液状化判定結果 

 

 

 

 

 

 

表-5.3.5 BV-No.3 の液状化判定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-39-



 
 

                                        

 

(６) 低減係数 DE 

以下に示す道路橋示方書の手順に従い、液状化すると判定された土層について低減係数 DE

を算出した。（表-5.3.6～5.3.7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（道路橋示方書・同解説 Ⅴ耐震設計編/p169/（社）日本道路協会/2017） 

Ｒ≦0.3 0.3＜Ｒ

0≦ｘ≦10 0 1/6

10＜ｘ≦20 1/3 1/3

0≦ｘ≦10 1/3 2/3

10＜ｘ≦20 2/3 2/3

0≦ｘ≦10 2/3 1

10＜ｘ≦20 1 1

表-8.2.2　土質定数の低減係数DE

地表面からの深度
ｘ（ｍ）

FLの範囲
動的せん断強度比Ｒ

FL≦1/3

1/3＜FL≦2/3

2/3＜FL≦1
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Bg 液状化の可能性小さい 1 液状化の可能性あり 1/3 液状化の可能性あり 2/3

Dg 液状化の可能性小さい 1 液状化の可能性小さい 1 液状化の可能性小さい 1

BV-No.3 Bg 液状化の可能性小さい 1 液状化の可能性あり 1/3 液状化の可能性あり 0

孔番号 地層

BV-No.1

低減係数 低減係数 低減係数判定 判定 判定

レベル2地震動　タイプⅠ レベル2地震動　タイプ2レベル1地震動

（７）液状化判定結果まとめ 

FL 法による液状化の判定結果一覧を表-5.3.8に示す。 

 

表-5.3.8 液状化判定結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

レベル 1地震動においては、全層で液状化する可能性が小さい結果となった。 

レベル 2地震動においては、Dg 層を除き「液状化の可能性有り」の判定となった。 

 
 
 
 

以上 
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＜ 巻 末 資 料 ＞ 

・ボーリング柱状図及びコア写真 

・室内土質試験結果 

・液状化検討結果 

・調査現場写真 

・簡易弾性波探査状況写真 

・室内土質試験状況写真 

  



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボーリング柱状図及びコア写真 

  



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・BV-No.1 

  



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

土構造／防災  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.1 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′8.4721″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年10月12日～令和03年10月13日 134°4′56.9186″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 小田 英治

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

0°

水平

鉛
直

0°

90°

30°

T.P. 207.62 m

9.00 m

東邦地下工機 D1-B

ヤンマー NFD-10 東邦地下工機 BG-3B

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛土(礫
混り砂)

盛
土
（
砂
礫
）

砂
礫

風化花崗
閃緑岩

花
崗
閃
緑
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
褐

暗
褐

暗
灰

暗
青
灰

暗
青
灰

相

対

密

度

rd2

rd3

rd5

rd5

相

対

稠

度

記

事

砂は粗～細砂主体。
礫は径0.5cm以下の亜角～亜円礫を少
量混える。

礫は径0.5cm以下の亜角～亜円礫（花
崗岩）主体。
砂は粗～細砂を主体。

礫は径3cm以下の亜角～亜円礫（砂
岩、泥岩）主体。
砂は粗～細砂主体。

CL級岩盤。
風化した花崗閃緑岩。
岩片状～短柱状コアとなりハンマーで
砕くと礫状となる。

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、長石、角閃石からなり径1～2mm
以下。
短柱状～柱状コアとなりハンマーで叩
くと軽音を発する。
傾斜60～70度の傾斜角が認められる。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

10/12
2.00

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

1.15

1.45
P-1-1

2.15

2.45
P-1-2 物理

3.15

3.45
P-1-3 物理

削

孔

月

日

10/12

10/13

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

206.62 1.00

204.62 3.00

203.62 4.00

202.62 5.00

198.62 9.00

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～

100

100

～

200

200

～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

回

の

貫

入

量

50 自

沈

時

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50

1.15

1.45
2 1 2 5

300
5.0

2.15

2.45
3 3 2 8

300
8.0

3.15

3.45
2 6 14 22

300
22.0

4.00
4.00

50
0

50
0

0∞

5.00
5.00

50
0

50
0

0∞

6.00
6.00

50
0

50
0

0∞

7.00
7.00

50
0

50
0

0∞

8.00
8.00

50
0

50
0

0∞

9.00
9.00

50
0

50
0

0∞

オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント
・タカネ設計 設計共同組合



0m

5m

5m



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・BV-No.2 

  



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

土構造／防災  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.2 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′8.4721″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年10月12日～令和03年10月13日 134°4′58.0559″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 坂口 昌士

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

0°

水平

鉛
直

0°

90°

17°

T.P. 209.80 m

11.00 m

東邦地下工機 D1-B

ヤンマー NFD-10 東邦地下工機 BG-3B

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛
土
（
砂
礫
）

玉石混り
砂礫

風化花崗
閃緑岩

花
崗
閃
緑
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
褐

暗
灰

暗
青
灰

暗
青
灰

相

対

密

度

rd2

rd5

rd5

rd5

相

対

稠

度

記

事

礫は径0.5～3cm程度の亜角～亜円礫
(花崗岩)主体。
砂は粗～細砂主体。

礫は径3cm以下の硬質な亜角～亜円礫
(砂岩、泥岩)主体。
砂は粗砂主体。
径25cm以下の硬質な玉石(砂岩)が点在
する。
CL級岩盤。
風化した花崗閃緑岩。
岩片状～短柱状コアとなりハンマーで
砕くと砂礫状となる

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、長石、角閃石からなり径1～2mm
以下。
短柱状～柱状コアとなりハンマーで叩
くと軽音を発する。
傾斜60～70度の傾斜角が認められる。
GL-7.0m～9.0m間で局所的に褐色を呈
す。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

1.15

1.45
P-2-1

2.15

2.45
P-2-2 物理

3.15

3.45
P-2-3

4.15

4.45
P-2-4

5.15

5.20
P-2-5

削

孔

月

日

10/12

10/13

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

205.20 4.60

204.20 5.60

202.80 7.00

198.80 11.00

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～

100

100

～

200

200

～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

回

の

貫

入

量

50 自

沈

時

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50

1.15

1.45
1 2 1 4

300
4.0

2.15

2.45
1 1 2 4

300
4.0

3.15

3.45
4 5 3 12

300
12.0

4.15

4.45
4 3 2 9

300
9.0

5.15

5.20
50
50

50
50

50300.0

6.00
6.00

50
0

50
0

0∞

7.00
7.00

50
0

50
0

0∞

8.00
8.00

50
0

50
0

0∞

9.00
9.00

50
0

50
0

0∞

10.00
10.00

50
0

50
0

0∞

11.00
11.00

50
0

50
0

0∞

オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント
・タカネ設計 設計共同組合



0m

5m

10m

5m

10m



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・BV-No.3 

  



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

土構造／防災  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.3 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′6.7827″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年10月20日～令和03年10月20日 133°5′0.2174″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 小野 健一

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

0°

水平

鉛
直

0°

90°

0°

T.P. 209.39 m

10.00 m

東邦地下工機 D1-B

ヤンマー NFD-10 東邦地下工機 BG-3B

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛土（礫
混り砂）

盛
土
（
砂
礫
）

玉石混り
砂礫

強風化花
崗閃緑岩

風化花崗
閃緑岩

花
崗
閃
緑
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
褐

暗
褐

暗
灰

褐
灰

暗
青
灰

暗
青
灰

相

対

密

度

r
d
2

～r
d
5

rd5

rd5

rd5

rd5

相

対

稠

度

記

事

砂は粗～細砂主体。
礫は径0.5cm以下の亜角～亜円礫を少
量混える。

礫は径2cm以下の亜角～亜円礫(花崗
岩)主体。
砂は粗～細砂主体。

礫は径3cm以下の硬質な亜角～亜円礫
(砂岩、泥岩)主体。
砂は粗砂主体。
径15cm程度の硬質な玉石(砂岩)が点在
する。

DH級岩盤。
強風化した花崗閃緑岩。
指圧で容易に砕け礫混り砂状となる。

CL級岩盤。
風化した花崗閃緑岩。
岩片～短柱状状コアとなりハンマーで
砕くと砂礫状となる。

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、長石、角閃石からなり径1～2mm
以下。
短柱状～柱状コアとなりハンマーで叩
くと軽音を発する。
傾斜60～70度の傾斜角が認められる。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

10/20
1.52

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

1.15

1.45
P-3-1

2.15

2.45
P-3-2 物理

3.15

3.21
P-3-3

削

孔

月

日

10/20

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

208.39 1.00

206.18 3.21

205.24 4.15

203.79 5.60

202.79 6.60

199.39 10.00

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～

100

100

～

200

200

～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

回

の

貫

入

量

50 自

沈

時

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50

1.15

1.45
5 6 8 19

300
19.0

2.15

2.45
2 2 1 5

300
5.0

3.15

3.21
50
60

50
60

60250.0

4.00

4.03
50
30

50
30

30500.0

5.00
5.00

50
0

50
0

0∞

6.00
6.00

50
0

50
0

0∞

7.00
7.00

50
0

50
0

0∞

8.00
8.00

50
0

50
0

0∞

9.00
9.00

50
0

50
0

0∞

10.00
10.00

50
0

50
0

0∞

オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント
・タカネ設計 設計共同組合



10m

5m

5m

0m



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・BV-No.5 

  



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

土構造／防災  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.5 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′6.3973″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年10月13日～令和03年10月14日 134°5′4.2783″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 小野 健一

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

0°

水平

鉛
直

0°

90°

25°

T.P. 208.01 m

9.00 m

東邦地下工機 D1-B

ヤンマー NFD-10 東邦地下工機 BG-3B

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛
土
（
砂
礫
）

砂礫

強風化花
崗閃緑岩

花
崗
閃
緑
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
褐

暗
褐

褐
灰

暗
青
灰

相

対

密

度

r
d
2

～r
d
3

rd5

rd5

rd5

相

対

稠

度

記

事

礫は径0.5cm以下の亜角～亜円礫（花
崗岩）主体。
砂は粗～細砂主体。

礫は径2cm以下の亜角～亜円礫(砂岩、
泥岩)主体。
砂は粗～細砂主体。
最大径10cm以下の礫が点在する。
DH級岩盤。
強風化した花崗閃緑岩。
岩片状～短柱状コアとなりハンマーで
砕くと砂礫状となる。

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、長石、角閃石からなり径1～2mm
以下。
短柱状～柱状コアとなりハンマーで叩
くと軽音を発する。
傾斜60～70度の傾斜角が認められる。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

1.15

1.45
P-5-1

2.15

2.45
P-5-2 物理

3.15

3.45
P-5-3

4.00
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

土構造／防災  構造物基礎

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.6 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′5.9130″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年10月11日～03年10月12日 134°5′6.2010″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 小野 健一

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

0°

水平

鉛
直

0°

90°

0°

T.P. 207.76 m

7.00 m

東邦地下工機 D1-B

ヤンマー NFD-10 東邦地下工機 BG-3B

現
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質

名

（

模
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）
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GL-0.0m～0.05mにアスファルト。
礫は径1cm以下の亜角～亜円礫（花崗
岩）主体。
砂は粗～細砂主体。

CL級岩盤。
風化した花崗閃緑岩。
岩片状～短柱状コアとなりハンマーで
砕くと砂礫～礫状となる。

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、長石、角閃石からなり径1～2mm
以下。
短柱状～柱状コアとなりハンマーで叩
くと軽音を発する。
傾斜60～70度の傾斜角が認められる。
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オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント
・タカネ設計 設計共同組合
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・室内土質試験結果 
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・液状化検討結果 
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道路橋示方書　Ⅴ耐震設計編に基づく液状化判定結果(平成２９年基準 LEVEL1)

【　工　事　名　】：高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

【ボーリング番号】：BV-No.1

【地 層 デ ー タ】

下端深度 土質名称 γt γsat γ’ 非液状化層指定

(GL-m) (kN/m3) (kN/m3) (kN/m3) =1;非液状化層

1.000 盛土(礫混り砂) 17.00 19.00 9.00 0

3.000 盛土（砂礫） 18.00 20.00 10.00 0

4.000 砂礫 18.00 20.00 10.00 0

5.000 風化花崗閃緑岩 23.00 23.00 13.00 0

9.000 花崗閃緑岩 25.00 25.00 15.00 0

【計　算　条　件】

地下水位(GL-m)=2.000 設計水平震度 Khg=0.12

【計　算　結　果】

深度  Ｎ値 σv σ'v Ｌの計算結果 繰返し三軸強度比 RL Ｒの計算結果 ＦLの計算結果

GL -m 回 kN/㎡ kN/㎡ Ｎ1 Ｃ1 Ｃ2  Ｎa  ＲL

1.30   5 22.40 22.40 **** **** **** **** **** **** **** ****
2.30   8 41.00 38.00 0.125 12.593 **** **** 12.556 0.242 0.242 1.934
3.30  22 61.00 48.00 0.145 31.695 **** **** 30.243 0.821 0.821 5.663
4.00  50 75.00 55.00 0.154 68.000 **** **** 68.000 100.533 100.533 653.583
5.00  50 98.00 68.00 0.160 61.594 1.000 0.000 61.594 57.170 57.170 357.376
6.00  50 123.00 83.00 0.162 55.556 1.000 0.000 55.556 31.262 31.262 193.180
7.00  50 148.00 98.00 0.162 50.595 1.000 0.000 50.595 17.840 17.840 109.993
8.00  50 173.00 113.00 0.162 46.448 1.000 0.000 46.448 10.565 10.565 65.346
9.00  50 198.00 128.00 0.161 42.929 1.000 0.000 42.929 6.471 6.471 40.300

【液状化指数ＰL及び非液状化層中の流動力の補正係数ＣNLの計算結果】

液状化指数ＰL=0.000 流動力の補正係数ＣNL=0.000



道路橋示方書　Ⅴ耐震設計編に基づく液状化判定結果(平成２９年基準 LEVEL1)

件名： 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo.： BV-No.1 地盤標高： 207.62 m 地下水位：GL-2 m

レベル1地震動 Ｎ値の深度分布　●

10 20 30 40

ｍ ｍ ｍ ｍ kN/m3 kN/m3 kN/m3 ｍ kN/m2 kN/m2 ％ ％ ｍｍ ｍｍ Ｒ Ｌ Ｆ   L Ｄ   E
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192.62

187.62
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15

20

Ｐ 　

Ｃ　　

L

NL

γt γsat γ′ σv σ′v Ｆc Ｐc Ｉp Ｄ50 Ｄ10

Ｋ   = 0.12hg

F の深度分布L

レベル1地震動 △
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図

地
層
深
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層　
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計
算
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Ｎ　
　

値

計
算
式
の
種
別

低
減
係
数

標　
　

尺

式の種別

Ｓ：砂質土

Ｇ：礫質土

対象土層条件 Fc≦35%またはFc＞35%の場合Ip≦15

D50≦10mmかつD10≦1mm

地震時せん断応力比の深さ方向の低減係数 γd = 1.0 - 0.015Ｘ

P  による補正係数CL NL

P  ≦5    ;C  =０

5＜P  ≦20;C  =(0.2 P -1) / 3

20＜P     ;C  =１

L

L

L

L

NL

NL

NL

1.00 1.00 17.00 19.00 9.00

3.00 2.00 18.00 20.00 10.00

4.00 1.00 18.00 20.00 10.00

5.00 1.00 23.00 23.00 13.00

9.00 4.00 25.00 25.00 15.00

1.30 5  22.40  22.40 13.5 0.0 0.0 2.038 0.000 － **** **** **** 1

2.30 8  41.00  38.00 13.5 0.0 0.0 2.038 0.000 Ｇ 0.242 0.125 1.934 1

3.30 22  61.00  48.00 17.6 0.0 0.0 2.681 0.000 Ｇ 0.821 0.145 5.663 1

4.00 50  75.00  55.00 0.0 0.0 0.0 2.000 0.000 Ｇ 100.533 0.154 653.583 1

5.00 50  98.00  68.00 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 57.170 0.160 357.376 1

6.00 50 123.00  83.00 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 31.262 0.162 193.180 1

7.00 50 148.00  98.00 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 17.840 0.162 109.993 1

8.00 50 173.00 113.00 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 10.565 0.162 65.346 1

9.00 50 198.00 128.00 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 6.471 0.161 40.300 1

0.00

0.00



道路橋示方書　Ⅴ耐震設計編に基づく液状化判定結果(平成２９年基準 LEVEL2)

【　工　事　名　】：高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

【ボーリング番号】：BV-No.1

【地 層 デ ー タ】

下端深度 土質名称 γt γsat γ’ 非液状化層指定

(GL-m) (kN/m3) (kN/m3) (kN/m3) =1;非液状化層

1.000 盛土(礫混り砂) 17.00 19.00 9.00 0

3.000 盛土（砂礫） 18.00 20.00 10.00 0

4.000 砂礫 18.00 20.00 10.00 0

5.000 風化花崗閃緑岩 23.00 23.00 13.00 0

9.000 花崗閃緑岩 25.00 25.00 15.00 0

【計　算　条　件】

地下水位(GL-m)=2.000 ﾀｲﾌﾟⅠ：Khg=0.50

ﾀｲﾌﾟⅡ：Khg=0.80

【計　算　結　果】

深度  Ｎ値 σv σ'v Ｌの計算結果 繰返し三軸強度比 RL Ｒの計算結果 ＦLの計算結果

GL -m 回 kN/㎡ kN/㎡ Ⅰ Ⅱ Ｎ1 Ｃ1 Ｃ2  Ｎa  ＲL Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

1.30   5 22.40 22.40 **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ****
2.30   8 41.00 38.00 0.521 0.833 12.593 **** **** 12.556 0.242 0.242 0.355 0.464 0.426
3.30  22 61.00 48.00 0.604 0.966 31.695 **** **** 30.243 0.821 0.821 1.642 1.359 1.699
4.00  50 75.00 55.00 0.641 1.025 68.000 **** **** 68.000 100.533 100.533 201.066 156.860 196.075
5.00  50 98.00 68.00 0.667 1.066 61.594 1.000 0.000 61.594 57.170 57.170 114.339 85.770 107.213
6.00  50 123.00 83.00 0.674 1.079 55.556 1.000 0.000 55.556 31.262 31.262 62.523 46.363 57.954
7.00  50 148.00 98.00 0.676 1.081 50.595 1.000 0.000 50.595 17.840 17.840 35.681 26.398 32.998
8.00  50 173.00 113.00 0.674 1.078 46.448 1.000 0.000 46.448 10.565 10.565 21.129 15.683 19.604
9.00  50 198.00 128.00 0.669 1.070 42.929 1.000 0.000 42.929 6.471 6.471 12.942 9.672 12.090

【液状化指数ＰL及び非液状化層中の流動力の補正係数ＣNLの計算結果】

液状化指数ＰL=4.742 流動力の補正係数ＣNL=0.000 （タイプⅠ）

液状化指数ＰL=5.082 流動力の補正係数ＣNL=0.005 （タイプⅡ）



道路橋示方書　Ⅴ耐震設計編に基づく液状化判定結果(平成２９年基準 LEVEL2)

件名： 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo.： BV-No.1 地盤標高： 207.62 m 地下水位：GL-2 m

タイプ1地震動 タイプ2地震動 Ｎ値の深度分布　●

10 20 30 40

ｍ ｍ ｍ ｍ kN/m3 kN/m3 kN/m3 ｍ kN/m2 kN/m2 ％ ％ ｍｍ ｍｍ Ｒ Ｌ Ｆ   L Ｄ   E Ｒ Ｌ Ｆ   L Ｄ   E
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γt γsat γ′ σv σ′v Ｆc Ｐc Ｉp Ｄ50 Ｄ10

Ｋ   = 0.50hg Ｋ   = 0.80hg

F の深度分布L

タイプ1地震動 △

タイプ2地震動 ▲
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数
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式の種別

Ｓ：砂質土

Ｇ：礫質土

対象土層条件 Fc≦35%またはFc＞35%の場合Ip≦15

D50≦10mmかつD10≦1mm

地震時せん断応力比の深さ方向の低減係数 γd = 1.0 - 0.015Ｘ

P  による補正係数CL NL

P  ≦5    ;C  =０

5＜P  ≦20;C  =(0.2 P -1) / 3

20＜P     ;C  =１

L

L

L

L

NL

NL

NL

1.00 1.00 17.00 19.00 9.00

3.00 2.00 18.00 20.00 10.00

4.00 1.00 18.00 20.00 10.00

5.00 1.00 23.00 23.00 13.00

9.00 4.00 25.00 25.00 15.00

1.30 5  22.40  22.40 13.5 0.0 0.0 2.038 0.000 － **** **** **** 1 **** **** **** 1

2.30 8  41.00  38.00 13.5 0.0 0.0 2.038 0.000 Ｇ 0.242 0.521 0.464 1/3 0.355 0.833 0.426 2/3

3.30 22  61.00  48.00 17.6 0.0 0.0 2.681 0.000 Ｇ 0.821 0.604 1.359 1 1.642 0.966 1.699 1

4.00 50  75.00  55.00 0.0 0.0 0.0 2.000 0.000 Ｇ 100.533 0.641 156.860 1 201.066 1.025 196.075 1

5.00 50  98.00  68.00 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 57.170 0.667 85.770 1 114.339 1.066 107.213 1

6.00 50 123.00  83.00 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 31.262 0.674 46.363 1 62.523 1.079 57.954 1

7.00 50 148.00  98.00 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 17.840 0.676 26.398 1 35.681 1.081 32.998 1

8.00 50 173.00 113.00 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 10.565 0.674 15.683 1 21.129 1.078 19.604 1

9.00 50 198.00 128.00 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 6.471 0.669 9.672 1 12.942 1.070 12.090 1
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0.00
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道路橋示方書　Ⅴ耐震設計編に基づく液状化判定結果(平成２９年基準 LEVEL1)

【　工　事　名　】：高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

【ボーリング番号】：BV-No.3

【地 層 デ ー タ】

下端深度 土質名称 γt γsat γ’ 非液状化層指定

(GL-m) (kN/m3) (kN/m3) (kN/m3) =1;非液状化層

1.000 盛土（礫混り砂） 17.00 19.00 9.00 0

3.210 盛土（砂礫） 18.00 20.00 10.00 0

4.150 玉石混り砂礫 18.00 20.00 10.00 0

5.600 強風化花崗閃緑岩 21.00 21.00 11.00 0

6.600 風化花崗閃緑岩 23.00 23.00 13.00 0

10.000 花崗閃緑岩 25.00 25.00 15.00 0

【計　算　条　件】

地下水位(GL-m)=1.520 設計水平震度 Khg=0.12

【計　算　結　果】

深度  Ｎ値 σv σ'v Ｌの計算結果 繰返し三軸強度比 RL Ｒの計算結果 ＦLの計算結果

GL -m 回 kN/㎡ kN/㎡ Ｎ1 Ｃ1 Ｃ2  Ｎa  ＲL

1.30  19 22.40 22.40 **** **** **** **** **** **** **** ****
2.30   5 41.96 34.16 0.142 8.161 **** **** 7.930 0.201 0.201 1.413
3.18  50 59.56 42.96 0.158 75.248 **** **** 75.248 176.796 176.796 1115.907
4.01  50 76.26 51.31 0.168 70.068 **** **** 70.068 118.966 118.966 709.781
5.00  50 96.81 62.01 0.173 64.389 1.000 0.000 64.389 73.763 73.763 425.657
6.00  50 118.61 73.81 0.175 59.106 1.000 0.000 59.106 45.000 45.000 256.439
7.00  50 142.41 87.61 0.175 53.931 1.000 0.000 53.931 26.200 26.200 150.078
8.00  50 167.41 102.61 0.172 49.244 1.000 0.000 49.244 15.130 15.130 87.819
9.00  50 192.41 117.61 0.170 45.307 1.000 0.000 45.307 9.055 9.055 53.323
10.00  50 217.41 132.61 0.167 41.953 1.000 0.000 41.953 5.602 5.602 33.503

【液状化指数ＰL及び非液状化層中の流動力の補正係数ＣNLの計算結果】

液状化指数ＰL=0.000 流動力の補正係数ＣNL=0.000



道路橋示方書　Ⅴ耐震設計編に基づく液状化判定結果(平成２９年基準 LEVEL1)

件名： 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo.： BV-No.3 地盤標高： 209.39 m 地下水位：GL-1.52 m

レベル1地震動 Ｎ値の深度分布　●
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地震時せん断応力比の深さ方向の低減係数 γd = 1.0 - 0.015Ｘ

P  による補正係数CL NL

P  ≦5    ;C  =０

5＜P  ≦20;C  =(0.2 P -1) / 3

20＜P     ;C  =１

L

L

L

L

NL

NL

NL

1.00 1.00 17.00 19.00 9.00

3.21 2.21 18.00 20.00 10.00

4.15 0.94 18.00 20.00 10.00

5.60 1.45 21.00 21.00 11.00

6.60 1.00 23.00 23.00 13.00

10.00 3.40 25.00 25.00 15.00

1.30 19  22.40  22.40 14.5 0.0 0.0 2.396 0.000 － **** **** **** 1

2.30 5  41.96  34.16 14.5 0.0 0.0 2.396 0.000 Ｇ 0.201 0.142 1.413 1

3.18 50  59.56  42.96 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｇ 176.796 0.158 1115.907 1

4.01 50  76.26  51.31 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｇ 118.966 0.168 709.781 1

5.00 50  96.81  62.01 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 73.763 0.173 425.657 1

6.00 50 118.61  73.81 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 45.000 0.175 256.439 1

7.00 50 142.41  87.61 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 26.200 0.175 150.078 1

8.00 50 167.41 102.61 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 15.130 0.172 87.819 1

9.00 50 192.41 117.61 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 9.055 0.170 53.323 1

10.00 50 217.41 132.61 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 5.602 0.167 33.503 1

0.00

0.00



道路橋示方書　Ⅴ耐震設計編に基づく液状化判定結果(平成２９年基準 LEVEL2)

【　工　事　名　】：高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

【ボーリング番号】：BV-No.3

【地 層 デ ー タ】

下端深度 土質名称 γt γsat γ’ 非液状化層指定

(GL-m) (kN/m3) (kN/m3) (kN/m3) =1;非液状化層

1.000 盛土（礫混り砂） 17.00 19.00 9.00 0

3.210 盛土（砂礫） 18.00 20.00 10.00 0

4.150 玉石混り砂礫 18.00 20.00 10.00 0

5.600 強風化花崗閃緑岩 21.00 21.00 11.00 0

6.600 風化花崗閃緑岩 23.00 23.00 13.00 0

10.000 花崗閃緑岩 25.00 25.00 15.00 0

【計　算　条　件】

地下水位(GL-m)=1.520 ﾀｲﾌﾟⅠ：Khg=0.50

ﾀｲﾌﾟⅡ：Khg=0.80

【計　算　結　果】

深度  Ｎ値 σv σ'v Ｌの計算結果 繰返し三軸強度比 RL Ｒの計算結果 ＦLの計算結果

GL -m 回 kN/㎡ kN/㎡ Ⅰ Ⅱ Ｎ1 Ｃ1 Ｃ2  Ｎa  ＲL Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ

1.30  19 22.40 22.40 **** **** **** **** **** **** **** **** **** **** ****
2.30   5 41.96 34.16 0.593 0.949 8.161 **** **** 7.930 0.201 0.201 0.268 0.339 0.283
3.18  50 59.56 42.96 0.660 1.056 75.248 **** **** 75.248 176.796 176.796 353.593 267.818 334.772
4.01  50 76.26 51.31 0.698 1.117 70.068 **** **** 70.068 118.966 118.966 237.933 170.348 212.934
5.00  50 96.81 62.01 0.722 1.155 64.389 1.000 0.000 64.389 73.763 73.763 147.527 102.158 127.697
6.00  50 118.61 73.81 0.731 1.170 59.106 1.000 0.000 59.106 45.000 45.000 90.000 61.545 76.932
7.00  50 142.41 87.61 0.727 1.164 53.931 1.000 0.000 53.931 26.200 26.200 52.401 36.019 45.024
8.00  50 167.41 102.61 0.718 1.149 49.244 1.000 0.000 49.244 15.130 15.130 30.260 21.077 26.346
9.00  50 192.41 117.61 0.708 1.132 45.307 1.000 0.000 45.307 9.055 9.055 18.110 12.798 15.997
10.00  50 217.41 132.61 0.697 1.115 41.953 1.000 0.000 41.953 5.602 5.602 11.205 8.041 10.051

【液状化指数ＰL及び非液状化層中の流動力の補正係数ＣNLの計算結果】

液状化指数ＰL=7.135 流動力の補正係数ＣNL=0.142 （タイプⅠ）

液状化指数ＰL=7.744 流動力の補正係数ＣNL=0.183 （タイプⅡ）



道路橋示方書　Ⅴ耐震設計編に基づく液状化判定結果(平成２９年基準 LEVEL2)

件名： 高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞNo.： BV-No.3 地盤標高： 209.39 m 地下水位：GL-1.52 m

タイプ1地震動 タイプ2地震動 Ｎ値の深度分布　●
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5.60 1.45 21.00 21.00 11.00
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1.30 19  22.40  22.40 14.5 0.0 0.0 2.396 0.000 － **** **** **** 1 **** **** **** 1

2.30 5  41.96  34.16 14.5 0.0 0.0 2.396 0.000 Ｇ 0.201 0.593 0.339 1/3 0.268 0.949 0.283 0

3.18 50  59.56  42.96 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｇ 176.796 0.660 267.818 1 353.593 1.056 334.772 1

4.01 50  76.26  51.31 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｇ 118.966 0.698 170.348 1 237.933 1.117 212.934 1

5.00 50  96.81  62.01 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 73.763 0.722 102.158 1 147.527 1.155 127.697 1

6.00 50 118.61  73.81 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 45.000 0.731 61.545 1 90.000 1.170 76.932 1

7.00 50 142.41  87.61 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 26.200 0.727 36.019 1 52.401 1.164 45.024 1

8.00 50 167.41 102.61 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 15.130 0.718 21.077 1 30.260 1.149 26.346 1

9.00 50 192.41 117.61 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 9.055 0.708 12.798 1 18.110 1.132 15.997 1

10.00 50 217.41 132.61 0.0 0.0 0.0 0.000 0.000 Ｓ 5.602 0.697 8.041 1 11.205 1.115 10.051 1
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当初 予定 変更 当初 予定 変更 当初 予定 変更 当初 予定 変更 当初 予定 変更

砂・砂質土
φ66mm　オールコア

m 2.0 2.0 0.0 2.0 2.0 2.3 2.0 2.0 2.4 0.0 2.0 3.0 6.0 8.0 7.7

礫混じり土砂
φ66mm　オールコア

m 4.0 4.0 0.0 4.0 4.0 0.0 4.0 4.0 0.0 0.0 4.0 0.0 12.0 16.0 0.0

玉石混じり土砂
φ66mm　オールコア

m 2.5 2.5 1.0 2.5 2.5 0.0 2.5 2.5 0.0 0.0 2.5 0.0 7.5 10.0 1.0

岩盤ボーリング　軟岩
φ66mm

m 0.0 0.0 2.4 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 1.2 0.0 0.0 1.4 0.0 0.0 5.8

岩盤ボーリング　中硬岩
φ66mm

m 1.5 1.5 3.6 1.5 1.5 4.9 1.5 1.5 4.4 0.0 1.5 3.6 4.5 6.0 16.5

合計 m 10.0 10.0 7.0 10.0 10.0 8.0 10.0 10.0 8.0 0.0 10.0 8.0 30.0 40.0 31.0

砂・砂質土 回 2 2 0 2 2 2 2 2 2 0 2 2 6 8 6

礫混じり土砂 回 4 4 0 4 4 0 4 4 0 0 4 0 12 16 0

玉石混じり土砂 回 3 3 0 3 3 0 3 3 0 0 3 0 9 12 0

軟岩 回 0 0 3 3 3 0 3 3 0 0 3 0 6 9 3

合計 回 10 10 3 13 13 2 13 13 2 0 13 2 36 49 9

環境保全 箇所 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 3 4 4

調査孔閉塞 箇所 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 3 4 4

給水費（ポンプ運転） 箇所 1 1 1 1 1 1 1 1 1 0 1 1 3 4 4

平坦足場 板材足場（0.3m以
下）

箇所 1 1 0 1 1 1 1 1 1 0 1 0 3 4 2

急傾斜地足場（30°以上～
45°以下）

箇所 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 2

安全費 交通誘導警備員 人 8 4 0 0 4 4 0 0 6 0 0 0 8 8 10

土粒子の密度試験 試料 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 3 4 0

土の含水比試験 試料 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 3 4 0

土の粒度試験　ふるい分析 試料 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 3 4 0

岩石の密度試験 試料 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

岩石の三軸圧縮試験（UU） 試料 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

岩石の超音波試験 試料 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

No.7 No.8工種 細別 No.9

設計数量

合計単位 No.4費目

仮設費

室内土質試験

直接調査費

機械ボーリング

標準貫入試験

準備費

１．調査概要 
 
(1）調  査  名：塩江道の駅エリア整備設計等業務委託 

 

(2）調 査 場 所     ：香川県高松市塩江町安原東上地内 

 

(3) 調 査 目 的：本調査は、新橋及び 谷橋の設計に必要な地盤情報を得るために地質調査を実

施した。 

  

(4）調 査 期 間     ：令和 3年 9月 24 日～令和 3年 10月 8日 

 

(5）調 査 内 容     ：機械ボーリング        4 箇所、31.0m 

標準貫入試験         9 回 

室内岩石試験         一式 

※詳細は表-1.1に示す。 

 

(6）発 注 者：高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 

 

(7) 受 注 者：オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント・タカネ設計     

設計共同企業体 

 

(8) 位  置   図：図-1.1に調査位置図を示す。 

 

表-1.1 調査数量 
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図-1.1 調査位置図



 

 

                                        

２．調査方法 
 

2.1 機械ボーリング 

（１）目的 

ボーリング機械は油圧式ロータリー型試錐機を使用した。掘削孔径はφ66mmとした。掘削はオ

ールコアボーリングとした。掘削に際して、スライムの除去、漏水防止、孔壁の保護のために送

水し掘進した。また、表層の崩壊し易い土層においてはケーシングパイプを打設した。 

ボーリングの掘進状況は随時監督職員に連絡し、調査目的を達した時は協議の上検尺を行った。 

ボーリング終了後は、掘削孔をセメントミルクで埋め戻しするとともに、地表面付近は原形の

復旧に努めた。 

 

（２）仮設・運搬 

作業に際しては、足場パイプ、足場板等により十分堅固な足場を仮設して、その上にボーリン

グ機械をセットした。図-2.1.1に設置例として平坦地に設置した場合の仮設足場の概略図を示す。

傾斜地に設置した場合の仮設足場の概略図を図-2.1.2に示す。 

ボーリング地点へのボーリング資機材の運搬は、ユニック付 4tトラック、軽乗用車にて運搬し

た。 

 

4.5m

1.5m 4.0m

4.0m

試錐機試錐機

鋼製ﾊﾟｲﾌﾟ

ｹｰｼﾝｸﾞﾊﾟｲﾌ゚

クランプ

φ50m/m

 
 

図-2.1.1 平坦地足場の概略図 
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図-2.1.2 傾斜地足場の概略図 
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7.5cm 56.0cm 17.5cm

81.0cm

シュー

角ネジ
5.1cm

3.5cm コネクターヘッド

ロッドカップリング

ロッド

φ=19.47'

スプリットバーレル

2.2 標準貫入試験 

 標準貫入試験は、調査位置における土の硬軟、締まり具合を知る指標となる N 値を求めるため

に JIS A 1219 にもとづき実施した。本試験は、図-2.2.1で示す標準貫入試験装置を用いて行っ

た。試験手順は以下のとおりである。 

① 図-2.2.1で示した標準貫入試験装置のように、ロッドの先端に図-2.2.2に示す標準貫入試

験用サンプラーを付け、ボーリング孔の孔底まで静かに降ろした。 

② 15cm の予備打ちの後、標準ハンマー（自重 63.5±0.5kg のハンマー）を 76±1cm の高さか

ら自由落下させ、サンプラーが 30cm 貫入するのに要した打撃回数を N 値として測定した。

なお、打撃回数は 10cm 毎に記録した。ただし、硬質または締まった地盤においての貫入試

験の打撃回数は、50 回を限度として打ち切り、50回における貫入量を測定した。試験開始

深度は GL-1m からとし、その後、1m 間隔を原則として実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.2.1 標準貫入試験概略図   半自動落下装置 
（「地盤調査の方法と解説」地盤工学会より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.2.2 SPT サンプラー 

（「地盤調査の方法と解説」地盤工学会より） 
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標準貫入試験から N値及び土質試料を採取して、相対密度・相対調度を区分した。 

 

・相対密度------砂質土、礫質土 

・相対稠度------粘性土 

 

「地質・土質調査成果電子納品要領(案)」より引用した相対密度・相対調度の一覧表を表-2.2.1

に示す。 

 

表-2.2.1 相対密度・相対稠度の表現方法 
 

出典:ボーリング柱状図作成及びボーリングコア取扱い・保管要領（案）・同解説 

（平成 27 年 6 月）（社）全国地質調査業協会連合会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相対密度 

（砂質土） 
N値 

相対稠度 

（粘性土） 
N値 

非常に緩い(rd1) 

緩 い(rd2) 

中 ぐ ら い(rd3) 

密 な(rd4) 

非常に密な(rd5) 

0～4 

4～10 

10～30 

30～50 

50以上 

非常に軟らかい(rc1) 

軟らかい(rc2) 

中位の(rc3) 

硬い(rc4) 

非常に硬い(rc5)  

0～2 

2～4 

4～8 

8～15 

15～30 
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2.3 簡易弾性波探査 

 簡易弾性波探査は、露頭岩盤の弾性波速度（P波）を測定する目的で実施した。本試験は図-2.3.1

に示す機器を用いて行った。試験手順は以下の通りである。 

① 図-2.3.1に示すように、本体にハンマースイッチ、受信器を接続して試験位置を決めた。 

② ハンマーで露頭岩盤を叩き、受信器に P 波が到達したら本体画面に数値が表記されるので

その数値を記録した。1m間隔で試験を実施して、9m の範囲まで行った。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.3.1 簡易弾性波探査機器 
 

③ 試験解析は下記の図-2.3.2に示すように、距離と速度から走時曲線を作成して求めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2.3.2 解析方法 
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2.4 室内岩石試験 

 室内岩石試験は、表-2.3.1に示される規格（JGS：地盤工学会規格）に準拠して実施した。 

室内岩石試験は、ボーリングコア試料を用いて実施した。 

 

表-2.4.1 室内岩石試験項目 

試 験 項 目 規 格 

岩石の密度試験（ノギス法） JGS 2132 

岩石の三軸圧縮試験（UU試験） JGS 2531 

岩石の超音波速度試験 JGS 2110 

注）JGS: 地盤工学会規格     
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３．地形地質概要 
 

3.1 地形概要 

調査地は、高松市南部の「高松空港」から南東へ約 8km、「道の駅しおのえ」のすぐ南側に位置

する（図-3.1.1）。調査地一帯は、讃岐山脈の北側に位置し標高約 600m 未満の前山丘陵地帯が広

がっている。丘陵とその北側に平野との境界には、活断層である長尾断層が通っている。 

 調査地すぐ東側に北流する香東川が流れており、蛇行しながら流下しており谷地形が形成され、

礫を主体とした礫質土が基盤岩である花崗閃緑岩を覆っている。香東川の河床部においては、硬

質な花崗閃緑岩が露出している。次頁に図-3.1.2調査地周辺の地形分類図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.1.1 高松市の地形と地質 
「高松市公式ホームページ 平成 20 年度版高松市環境白書 第Ⅱ部各論第２章自然環境」より引用 

 

調査地 
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図-3.1.2 調査地地形周辺分類図 「国土調査（土地分類調査・水調査 20 万分の 1土地分類基本調査」より引用

調査地 
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3.2 地質概要 

調査地の地質は、図 3.2.1に示すとおり領家花崗岩類からなり、現在から約 8000～9000 万年前

の中生代白亜紀に形成された深成岩で、黒雲母花崗岩及び花崗閃緑岩などから構成される。花崗

岩は、風化しにくい岩石として墓石に使われている。しかし、香川県内に見られる花崗岩は長期

の風化作用を受けていることから、地表面ではマサと呼ばれる強風化岩となっている。マサ土は、

礫質～砂質状からなり雨水による浸食に弱く、また豪雨時には表層破壊を引き起こす可能性もあ

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3.2.1 香川県の地質図 「香川大学工学部 長谷川 監修」より引用 
 
花崗岩は風化すると、柱状節理と呼ばれる亀裂が発達する。花崗岩の風化形態として節理に沿

って風化が進み、未風化部と風化部が混在する形態となる。この未風化部をコアストーン（岩芯）

と呼び比較的新鮮で硬質なものが多く、大きさは様々で 2m を超えるものまであり、たびたび土木

工事や土砂災害時に問題となった事例がある（図-3.2.2）。次頁に図-3.2.3調査地周辺の地質分

類図を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3.2.2 花崗岩の風化形態 「日本応用地質学会 中四国支部」より引用 

調査地 
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図-3.2.3 調査地表層地質図 「国土調査（土地分類調査・水調査 20 万分の 1土地分類基本調査」より引用

調査地 
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地層名
区分
記号

特徴

盛土層(砂質土) Bs
盛土。
粗～細砂を主体とする。花崗岩の風化した小礫が混入している。
相対密度は、非常に緩い～中ぐらいを示し不均質である。

盛土層(礫質土) Bg
盛土。
径5cm以下の亜角～亜円礫（花崗岩）が主体。粗～細砂を主体とする。径
50cm程度の玉石が点在する。

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級)
強風化した花崗閃緑岩でDH級となる。岩片状コアとなり、ハンマーで砕
くと砂礫～礫状となる。
相対密度は、密な～非常に密なを示す。

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級)
風化した花崗閃緑岩でCL級岩盤となる。短柱状～岩片状コアとなり、ハ
ンマーで砕くと砂礫～礫状となる。
相対密度は、非常に密なを示す。

花崗閃緑岩 Gr(CM級)
新鮮で硬質な花崗閃緑岩でCM級岩盤となる。短柱状～柱状コアとなりハ
ンマーで叩くと軽音を発する。
相対密度は、非常に密なを示す。

中
生
代

地層時代

白
亜
紀

新
生
代

第
四
紀

現
世

４．調査結果 
 

ボーリング調査を調査位置平面図に示す 4ヶ所で実施した。 

 ボーリング調査各地点で標準貫入試験を行った。 

以下、調査結果について述べる。 

 

4.1 地層構成 

調査地の地質構成を表-4.1.1に、推定地質断面図を図-4.1.1～図-4.1.2に示す。各地点のボー

リング調査結果の詳細は、巻末のボーリング柱状図に示す。 

本調査で確認された土層は上位より、盛土層（Bs、Bg）、基盤岩（Gr）である。 

 
表-4.1.1 地質層序表 
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基盤岩である花崗閃緑岩の岩級区分に関しては、表-4.1.2に示す橋梁基礎の岩級区分か

ら判断した。 

 
表-4.1.2 橋梁基礎の岩級区分  

「地質・土質調査成果電子納品要領(案)」より引用 
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図-4.1.2 推定地質断面図
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図-4.1.1 推定地質断面図



 

 

                                        

以下に、本調査地に、認められる土層の概略について述べる。 

 

1）河床堆積物（Rd） 

河川に堆積した土砂部。玉石混り砂礫からなり、径 10cm 以上の硬質な玉石（砂岩）が点在する。 

 

2）盛土層（砂質土）（Bs） 

 調査地の表層部に分布する盛土層。層厚は 2.25m～3.1m 程度分布している。 

 

3）盛土層（礫質土）（Bg） 

 調査地の BV-No.4 に分布する盛土層。層厚は 1.0m 程度分布している。 

 

4）強風化花崗閃緑岩（Gr：DH 級） 

 調査地の西側 BV-No.4、BV-No.9 付近に分布する基盤岩。強風化した花崗閃緑岩からなり、層厚

は 1.4m～2.35m 程度である。岩片状コアとなりハンマーで叩くと砂礫～礫混じり砂状となる。DH

級に相当する。 

 

5）風化花崗閃緑岩（Gr：CL 級） 

 調査地の概ね東側 BV-No.7、BV-No.8 付近に分布する基盤岩。風化した花崗閃緑岩からなり、層

厚は 0.85m～1.2m 程度である。短柱状～岩片状コアとなりハンマーで叩くと礫～砂礫状となる。

CL 級岩盤に相当する。 

 

6）花崗閃緑岩（Gr：CM 級） 

 調査地全域に分布する基盤岩。新鮮で硬質な花崗閃緑岩からなる。短柱状～柱状コアとなりハ

ンマーで叩くと軽音を発する。CM級に相当する。 
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GL-（m) 標高（m）

BV-No.4 -

BV-No.7 -

BV-No.8 -

BV-No.9 -

認められなかった

認められなかった

調査地点 土質
地下水位

認められなかった

認められなかった

4.3 地下水位 

調査ボーリングにおいて孔内水位の測定を行った結果、地下水位は確認されなかった。 

表-4.3.1に孔内水位測定結果を示す。 

  

表-4.3.1 孔内水位測定結果 
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距離(m) 速さ(sec) Vp0

3 1.6 1.875

4 2.6 1.538

5 3 1.667

6 3.5 1.714

7 4.2 1.667

8 4.6 1.739

9 5.7 1.579

1.683平均

4.4 簡易弾性波探査 

 簡易弾性波探査を行った結果を下記に示す。 

 

 

表-4.4.1 結果一覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.4.1 距離と速度の関係 
 

簡易弾性波探査は 1m 間隔で 9mの範囲を行った。 

図-4.4.1のグラフから距離と速度は比例関係を示しているおり、ほぼ均質な岩盤と評価される。  

表-4.4.1 では各距離の P 波を算出しており、調査地の岩盤露頭は VP0＝1.538～1.875 の範囲内

にあり、平均すると VP0＝1.683 となる。 

簡易弾性波探査を行った露頭岩盤は CM級岩盤に相当する（写真-4.4.1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-4.4.1 露頭岩盤（CM 級岩盤） 
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4.4 室内岩石試験 

室内岩石試験は、岩盤の物理、力学特性を把握することを目的として、岩石試験を実施した。 

 

＜岩石試験＞ 

岩石の密度試験（ノギス法） 

岩石の三軸圧縮試験（UU） 

岩石の超音波速度試験 

室内岩石試験結果一覧表を、次ページに示す。以下、試験項目ごとの調査結果について述べる。 
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BV-No.4、9 BV-No.8

BV-No.4、9 BV-No.8

(GL-m) 5.20～6.80 5.20～7.35

Gr(CM級) Gr(CM級)

自然状態 (g/cm
3
)

湿潤状態 (g/cm
3
)

乾燥状態 (g/cm
3
)

(%)

(%)

(%)

(%)

(g/cm3) 2.612 2.603

圧縮強さ (MN/m
2
)

変形係数 (MN/m
2
)

静ポアソン比

試験方法 UU UU

せん断強さ (MN/m
2
) 10.9 19.6

内部摩擦角 （°） 41.7 46.2

(MN/m
2
)

VP （m/s） 2310 2320

VS （m/s） 1190 1360

動弾性係数 (MN/m
2
) 9690 11800

動ポアソン比 0.319 0.238

最大値

最小値

平均値

密度［ノギス法］

試　料　番　号

地　層　記　号

ボーリング番号

　　　　深　　　　度

物

理

特

性

力

学

特

性

一

軸
圧

縮

三

軸
圧

縮

圧裂引張強度

超
音

波

速
度

シ
ョ

ア

硬

度

密

度

吸水率

有効間隙率

飽和度

含水比

表-4.4.1 室内岩石試験結果一覧表 
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BV-No.4、9 BV-No.8

5.20～6.80 5.20～7.35

ノギス法 ノギス法

湿潤密度 ρt (g/cm
3
) 2.612 2.603

地　層　記　号 Gr(CM級)

試　料　番　号

　深　度（m）

試験方法

BV-No.4、9 BV-No.8

5.20～6.80 5.20～7.35

UU三軸 UU三軸

全応力 ｃ (MN/㎡) 10.9 19.6

φ (゜) 41.7 46.2

地　層　記　号

　深　度（m）

Gr(CM級)

試　料　番　号

試験方法

BV-No.4、9 BV-No.8

5.20～6.80 5.20～7.35

VP (m/s) 2310 2320

VS (m/s) 1190 1360

動弾性係数 (MN/m2) 9690 11800.0

動ポアソン比 0.319 0.238

地　層　記　号 Gr(CM級)

試　料　番　号

　深　度（m）

(１) 岩石の密度 ρt（g/cm3） 

表-4.4.2に岩石の密度試験結果を示す。 

 

表-4.4.2 岩石の密度結果一覧 

 

 

 

 

 

 

(２) 岩石の三軸圧縮試験 c（kN/m2）、φ（°） 

表-4.4.3に岩石の三軸圧縮試験結果を示す。 

 

表-4.4.3 三軸圧縮試験結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

（３）岩石の超音波速度試験 VP（m/s）、VS（m/s） 

表-4.4.4の岩石の超音波速度試験結果を示す。 

 

表-4.4.4 超音波速度試験結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-23-



 

                                        

 

５．考 察 
 

5.1 支持層の判定 

 
 構造物の良質な支持層は以下の基準に従って判断した。 
 

道路橋示方書・同解説（IV 下部構造編）日本道路協会 P177 に示される良質な支持層を 5m程度

確認して掘り止めとすることを基本とする。良質な支持層の定義は以下に示す通りである。 

 

 

 

 

調査地では、比較的浅部より岩盤が分布する可能性がある。支持層が岩盤と想定される場合は、

岩盤を 5m程度確認した時点で掘り止めとする。 

 

 本調査地では、上位から盛土層（Bs、Bg）、基盤岩（Gr）が分布しており、良質な支持層は基盤

岩（Gr）からなる。下記に想定地層断面図を図-5.1.1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.1.1 想定地層断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂層・砂礫層：N値 30程度以上 

粘性土層：N値 20程度以上（一軸圧縮強さ 0.4N/mm2（400 kN/m2）以上） 

 

想定支持層線 
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単位堆積重量 変形係数

γ E

(kN/ ) (kN/㎡)

盛土層（砂質土） Bs 12 19 8400

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 108 20 67200

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) - 24 200000

試験値 試験低減値 試験値 試験低減値

15250 3040 44 29

37

450000

33

せん断抵抗角

φ

(°)

39

26

粘着力

ｃ

(kN/㎡)

0

70

500

地層

設計
N値地層名 記号

花崗閃緑岩 Gr(CM級) -

5.2 土質定数の推定 

（１）設計土質定数のまとめ 

各地層の土質定数を表-5.2.1に示す。 

 

表-5.2.1 土質定数一覧表 
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地層名 記号 N値推定式
道路土工
・

一般値
試験値 採用値

盛土層（砂質土） Bs 12 - 19 - 19
図-5.2.1から分級された砂質土の
一般値を採用

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 108 19.5 - - 20 図-5.2.2のN値推定式から求めた値を採用

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) - - 23.5 - 24 表-5.2.4からCL級の一般値を採用

花崗閃緑岩 Gr(CM級) - - - 25.6 26 試験値を採用

地層

設計
N値

単位堆積重量γ（kN/ ）

備考

（３）単位堆積重量（γ） 

土の単位体積重量の設定は、試験を実施している場合には原則として試験値を採用した。試験 

値がない場合には「道路土工 盛土工指針」及び「風化花崗岩とまさ土の工学的性質とその応用」

に記載のある一般値（図-5.2.1、表-5.2.4）を参考にして設定し、表-5.2.3に示した。 

DM級岩盤の単位体積重量は「杭基礎設計便覧」の記載を参考に「設計要領第二集」の推定式（図 

5.2.2）から算出した。 

 

表-5.2.3 単位堆積重量一覧表 
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図-5.2.1 土質定数の一般値 

（道路土工盛土工指針/p101/（社）道路協会/2010） 
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図-5.2.2 岩盤の単位堆積重量の測定例 

（設計要領第二集/p4-7/西日本道路高速道路㈱/2016） 
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地層名 記号 N値推定式
道路土工
・

一般値
試験値

試験
低減値

盛土層（砂質土） Bs 12 - 0 - -
図-5.2.1から分級された砂質土の
一般値を採用

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 108 70.3 0 - - 表-5.2.6のN値推定式から求めた値を採用

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) - - 100 - - 表-5.2.7からCL級の一般値を採用

試験値 試験低減値

15250 3040

地層

設計
N値

粘着力c（kN/㎡）

備考

花崗閃緑岩 Gr(CM級) - - 500 15250 3040

採用値

0

70

100

試験値、試験低減値を採用
設計・施工時に応じて、試験値、低減値を設
定することが必要である

（４）粘着力（ｃ） 

 粘着力の一覧表を表-5.2.5に示す。 

粘着力の設定は、土質調査、試験を実施している場合には、原則として試験値を採用した。 

岩盤の粘着力は「杭基礎設計便覧」の記載を参考に「設計要領第二集」の表-5.2.6に示す推定

式を用いて、設計 N値より推定した。 

CL 級の岩盤に関しては N値＞300 であり推定式の適応外のため、表-5.2.7に示す一般値を参考

にした。 

CM 級岩盤は、試験値を低減させた値を採用しており、低減方法については（６）粘着力及びせ

ん断抵抗角の低減方法を参照する。 

 設定値は、1kN/㎡単位で切り捨てた。砂質土については、ｃ=0 とする。 

 

表-5.2.5 粘着力の一覧表 
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表-5.2.6 岩の換算 N値による場合の測定例 

（設計要領第二集/p4-10/西日本高速道路㈱/2016） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.2.7 強度定数の測定例 

（設計要領第二集/p4-12/西日本高速道路㈱/2016） 
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地層名 記号 N値推定式
道路土工
・

一般値
試験値

試験
低減値

盛土層（砂質土） Bs 12 33.7 30 - - N値によるφの推定式を採用

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 108 39.7 35 - - 表-5.2.6のN値推定式から求めた値を採用

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) - - 37 - - 表-5.2.7からCL級の一般値を採用

試験値 試験低減値

44 29

地層

設計
N値

せん断抵抗角φ（°）

備考
採用値

33

39

37

花崗閃緑岩 Gr(CM級) - - 40 44.0 29.9
試験値、試験低減値を採用
設計・施工時に応じて、試験値、低減値を設
定することが必要である

（５）せん断抵抗角 

せん断抵抗角一覧表を表-5.2.8に示す。 

せん断抵抗角の設定は、土質調査、試験を実施している場合には、原則として試験値を採用し

た。試験値がない場合には、砂質土については｢道路橋示方書 IV 下部構造編｣の N値推定式から設

定し、表-5.2.9～5.2.11に示す。 

岩盤のせん断抵抗角は表-5.2.6に示す推定式を用いて、設計 N値より推定した。 

 CL 級の岩盤に関しては N 値＞300 であり推定式の適応外のため、表 5.2.7に示す一般値を参考

にした。 

CM 級岩盤は、試験値を低減させた値を採用しており、低減方法については（６）粘着力及びせ

ん断抵抗角の低減方法を参照する。 

設定値は、1°単位で切り捨てた。 

 

表-5.2.8 せん断抵抗角一覧表 
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【Ｎ値によるφの推定】

「道路橋示方書 Ⅳ下部構造編」参考資料1，H29，p536より

　　φ   ＝ 4.8logＮ1＋21　（Ｎ＞5）　ここでlogは自然対数

　　Ｎ1　＝ 170Ｎ ／(σ'v＋70)

　　σ'v ＝ γt1 hw＋γ't2 (x－hw)

ここで  γt1 地下水位面より浅い位置での土の単体重量(kN/m
3
)

hw 地下水位の深さ(m)

 γt2 地下水位面より深い位置での土の単体重量(kN/m3)

x 地表面からの深さ(m)

σ'v 有効上載圧(kN/m
2
)

N 標準貫入試験によるＮ値

N 1 有効上載圧100kN/m2相当に換算したＮ値

φ 砂のせん断抵抗角（°）

計算深度 層厚 単位体積重量

GL-m m γ：kN/m2

0.00 Bs 砂質土 0.00 19.0 0.00 50.00 　 　

1.30 Bs 砂質土 6 1.30 19.0 24.70 50.00 8.50 31.27

2.265 Bs 砂質土 27 0.97 19.0 43.04 50.00 38.25 38.49

2.40 Bs 砂質土 0.14 19.0 45.60 50.00 　 　

有効上載圧
Ｎ１ φ

σ：kN/m2
地層名 土質 Ｎ値

計算深度 層厚 単位体積重量

GL-m m γ：kN/m2

0.00 Bs 砂質土 0.00 19.0 0.00 50.00 　 　

1.30 Bs 砂質土 7 1.30 19.0 24.70 50.00 9.92 32.01

2.30 Bs 砂質土 4 1.00 19.0 43.70 50.00 　 30.00

3.00 Bs 砂質土 0.70 19.0 57.00 57.00 　 　

有効上載圧
Ｎ１ φ

σ：kN/m2
地層名 土質 Ｎ値

平均値 33.7

計算深度 層厚 単位体積重量

GL-m m γ：kN/m2

0.00 Bs 砂質土 0.00 19.0 0.00 50.00 　 　

1.30 Bs 砂質土 18 1.30 19.0 24.70 50.00 25.50 36.55

2.20 Bs 砂質土 50 0.90 19.0 41.80 50.00 70.83 41.45

2.25 Bs 砂質土 0.05 19.0 42.75 50.00 　 　

地層名 土質 Ｎ値
有効上載圧

Ｎ１ φ
σ：kN/m2

：計算深度2.20mは平均計算に含まない

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N 値＞5 の場合は、図-5.2.1からせん断抵抗角の一般値を参考にした。 

 

表-5.2.9 N 値によるφの算定表（No.7） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.2.10 N 値によるφの算定表（No.8） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-5.2.11 N 値によるφの算定表（No.9） 
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Kc Kφ

CM級 0.47 0.2 0.68

低減係数岩級
区分

亀裂係数

Cr

（６）粘着力及びせん断抵抗角の低減方法 

 室内試験に用いる試料は良質なコアを用いていることから、当該地盤の平均的な強度よりも高

くなることが多い。このため、室内試験結果から岩盤強度を決定する場合、地山の風化、亀裂等

の影響を考慮する必要がある。 

 低減方法は以下の通りである。 
 

・亀裂係数及び低減係数の算出 

 岩石の三軸試験（UU）から求めた粘着力及びせん断抵抗角は無亀裂状態における数値であり、

地山や風化の評価を行い低減係数の算出を行う。 

 亀裂係数は（Cr）は以下の式によって定義される量である。 
 
 
 
 
 
 

Vp：地山の弾性波速度 

Vp0：供試体の超音波速度 

 

超音波速度試験より Vp0を 2.315km/s とし、簡易弾性波探査より Vpを 1.683km/s とする。 

 以上より、亀裂係数 Cr=0.47 となる。 

 

亀裂係数に対する粘着力及びせん断抵抗角に低減係数 kc及び kφの関係を図-5.2.3に示す。 

図中の実線は数多くの大型供試体による室内試験データを中心に、おおよその下限値を示すもの

であり、これを用いて低減係数を決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5.2.3 亀裂係数 Crと低減係数の関係 

（設計要領第二集/p4-9/西日本高速道路㈱/2016） 

 

表-5.2.13 亀裂係数及び低減係数 

 

 

 

 

 

 

1-  

0.68 

0.2 

0.47 0.47 
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孔番号
深度
(GL-m)

粘着力

c0(MN/m
2)

せん断抵抗角

φ0(°)
粘着力

c(MN/m2)

せん断抵抗角
φ(°)

No.4、No.9 5.20～6.80 10.9 41.7 2.2 28.4

No.7、No.8 5.20～7.35 19.6 46.2 3.9 31.4

15.3 44.0 3.0 29.9

亀裂係数より低減

平均値

地層
無亀裂状態(c0・φ0) 補正強度(c・φ)

岩石の三軸試験(UU)結果

・粘着力及びせん断抵抗角の試験低減値 
C0・φ0及び Kc・kφより c・φの算出を行う。算出方法は以下の式である。 

 

 

 

 

 

表-5.1.14に C0・φ0と c・φの算出結果を示す。 

 

表-5.2.14 低減後の粘着力及びせん断抵抗角算出表 
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地層名 記号 N値推定式
道路土工
・

一般値
試験値 採用値

盛土層（砂質土） Bs 12 8400 - - 8400 E=700Nの推定式を採用

強風化花崗閃緑岩 Gr(DH級) 108 67251 - - 67200 図-5.2.4のN値推定式から求めた値を採用

風化花崗閃緑岩 Gr(CL級) - - 200000 - 200000 表-5.2.16からCL級の一般値を採用

花崗閃緑岩 Gr(CM級) - - 450000 - 450000 表-5.2.16からCM級の一般値を採用

地層

設計
N値

変形係数　E（kN/㎡）

備考

（７）変形係数（E0） 

変形係数一覧表を表-5.2.15に示す。 

変形係数の設定は、土砂層については｢杭基礎設計便覧」に記載のある N値推定式により推定し

た。設定値は、100kN/m2単位で切り捨てた。 

 

＜土砂層の変形係数＞ 

「杭基礎設計便覧」より、下式により算出した。 

Ｅ＝700Ｎ kN/m2 

 

＜岩盤の変形係数＞ 

岩盤の変形係数は「杭基礎設計便覧」の記載を参考に「設計要領第二集」の以下の図-5.2.4に

示す推定式を用いて、設計 N値より推定した。 

CL 級、CM 級の岩盤に関しては N 値＞300 であり推定式の適応外のため、表-5.2.16に示す一般

値を参考にした。 
表-5.2.15 変形係数一覧表 
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図-5.2.4 岩盤の変形係数の測定例 

（設計要領第二集/p4-13/西日本高速道路㈱/2016） 
 

表-5.2.16 変形係数の測定例（kN/m2） 

（設計要領第二集/p4-13/西日本高速道路㈱/2016） 
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（設計Ｎ値） 
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＜ 巻 末 資 料 ＞ 

・ボーリング柱状図及びコア写真 

・室内岩石試験結果 

・調査現場写真 

・簡易弾性波探査状況写真 

・室内岩石試験状況写真 

  



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボーリング柱状図及びコア写真 

  



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・BV-No.4 

  



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

道路  橋梁・高架

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.4 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′7.7150″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年09月24日～03年09月27日 134°5′1.7503″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 小田 英治

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

0°

水平

鉛
直

0°

90°

35°

T.P. 205.63 m

7.00 m

東邦地下工機 D1-B

ヤンマー NFD-10 東邦地下工機 BG-3B

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛土(玉
石混り砂
礫)

強
風
化
花
崗
岩

花
崗
閃
緑
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
褐

褐
灰

暗
青
灰

相

対

密

度

r
d
4

～r
d
5

rd5

相

対

稠

度

記

事

礫は径5cm以下の亜角～亜円礫（花崗
岩）主体。
砂は粗～細砂主体。
径50cm程度の玉石が点在する。

DH級岩盤。
強風化した花崗閃緑岩。
指圧で砕くと礫混り砂状となる。

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、長石、角閃石からなり径1～2mm
以下。
柱状コアとなりハンマーで叩くと軽音
を発する。
傾斜60～70度の傾斜角が認められる。

孔

内

水

位

／

測

定

年

月

日

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室

内

試

験

1.15

1.45
P-4-1

2.10

2.17
P-4-2

3.15

3.35
P-4-3

削

孔

月

日

9/24

9/27

標

尺

(m)

標

高

(m)

深

度

(m)

1

2

3

4

5

6

7

204.63 1.00

202.28 3.35

198.63 7.00

Ｎ

値

標 準 貫 入 試 験

100mmごと

の打撃回数

深

度

(m)

0

～

100

100

～

200

200

～

300

打

撃

ご

と

の

貫

入

量

回

の

貫

入

量

50 自

沈

時

の

貫

入

量

N  値

0 10 20 30 40 50

1.15

1.45
4 11 20 35

300
35.0

2.10

2.17
50
70

50
70

70214.3

3.15

3.35
21 29 50

200
20075.0

4.00
4.00

50
0

50
0

0∞

5.00
5.00

50
0

50
0

0∞

6.00
6.00

50
0

50
0

0∞

7.00
7.00

50
0

50
0

0∞

オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント
・タカネ設計 設計共同組合



5m

5m

0m



                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・BV-No.7 

  



土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

道路  橋梁・高架

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.7 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′8.7715″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年10月06日～03年10月08日 134°5′1.9864″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 小田 英治

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
盤
勾
配

使
用
機
種

試 錐 機

総 削 孔 長 エンジン ポ ン プ

上

下

90°

180°

0° 0°

北 0°

東

90°

南180°

西

270°

0°

水平

鉛
直

0°

90°

0°

T.P. 206.55 m

8.00 m

東邦地下工機 D1-B

ヤンマー NFD-10 東邦地下工機 BG-3B

現

場

土

質

名

（

模

様

）

現

場

土

質

名

盛
土
（
礫
混
り
砂
）

風化花崗
閃緑岩

花
崗
閃
緑
岩

地

盤

材

料

の

工

学

的

分

類

色

調

暗
褐

暗
青
灰

暗
青
灰

相

対

密

度

r
d
3

～r
d
5

rd5

rd5

相

対

稠

度

記

事

GL-0.0m～0.2mにアスファルト。
砂は粗～細砂主体。
礫は径2cm以下の亜角～亜円礫を少量
混える。

CL級岩盤。
風化した花崗閃緑岩。
岩片状～短柱状コアとなりハンマーで
砕くと砂礫状となる。

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、長石、角閃石からなり径1～2mm
以下。
短柱状～柱状コアとなりハンマーで叩
くと軽音を発する。
傾斜60～70度の傾斜角が認められる。
GL-4.5m～5.0mでは、亀裂著しい。
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・タカネ設計 設計共同組合
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

道路  橋梁・高架

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.8 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′8.3899″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年10月04日～03年10月06日 134°5′2.9804″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 小田 英治
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礫は径2cm以下の亜角～亜円礫を少量
混える。

CL級岩盤。
風化した花崗閃緑岩。
岩片状～短柱状コアとなりハンマーで
砕くと砂礫～礫状となる。

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、長石、角閃石からなり径1～2mm
以下。
短柱状～柱状コアとなりハンマーで叩
くと軽音を発する。
傾斜60～70度の傾斜角が認められる。
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オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント
・タカネ設計 設計共同組合
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土質ボーリング柱状図（標準貫入試験）

調 査 名

事業名または工事名

調査目的及び調査対象

高松市塩江道の駅エリア整備設計等業務委託

道路  橋梁・高架

ボ ー リ ン グ 名 調査位置 北 緯BV-No.9 香川県高松市塩江町安原上東地内 34°10′7.6407″

発 注 機 関 調査期間 東 経高松市役所 観光交流課観光エリア推進室 令和03年09月21日～令和03年09月22日 134°5′2.2086″

調 査 業 者 名 主任技師
現 場

代 理 人

コ ア

鑑 定 者

ボーリン

グ責任者電話(03-6311-7856)
太田 啓介 多田 健 小田 英治

孔 口 標 高 角

度

方

位

地
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勾
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用
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種

試 錐 機
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ヤンマー NFD-10 東邦地下工機 BG-3B
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砂は粗～細砂主体。
礫は径4cm以下の亜角～亜円礫を少量
混える。

DH級岩盤。
強風化した花崗閃緑岩。
岩片状コアとなり、ハンマーで砕くと
砂礫状となる。
GL-3.3m～3,45mでは、風化著しく褐色
となる。

CM級岩盤。
新鮮で硬質な花崗閃緑岩。
石英、角閃石、長石からなり粒径1mm
以下。
短柱状～柱状コアとなり、ハンマーで
叩くと軽音を発する。
傾斜60度～70度の傾斜角が認められ
る。
GL-7.2m～8.0m間では、粒径2mm程度の
鉱物となる。
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オリエンタルコンサルタンツ・東洋コンサルタント
・タカネ設計 設計共同組合
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・室内岩石試験結果 
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